
〗演奏会あんない応舅用紙 l
.............. (コピーしてお使いください）・・・・・・・・・・・・・・

氏名・団体名

住所

スベースが限られており~9 ので、原稿を整埋してお送り

ください。特別指示がIふい場合、広告内容が多い知のは

やむを得す削除させていただくこともあります。

TEL （
 

、̀'’ FAX （
 

ヽ`
＇ノ

-~ 酵靱Ii~

月号
（ 月18日発売）

枠数

枠

写哀点数

点

校正

要・不要

の 演奏会タイトル （；ふみle.くい字、打釦遠字le.はフリガ） 1,,-) 

(2)出演者、共演者 （ノリガ） 1、1 。 ;'i~い嗅頃1品し（くにぶい）

(3)曲名 (f11t11riい1111岱叫，出)!叫不可心1111掲載でさはい場合がが）よdので、掲載希叫順k記入してくだれい）

(4)開催日・開演時闘

2019年

(5)都道府梨名

(6)会場名

⑧チケット取扱い

R問合せ先

月 口（ ） 開演

⑦入場料金

⑩主催・後援・助成など

2月号(1月18日発売）の締切は12月5日（水）になります
応募用紙・原稿は、広告料金と一緒に現金舌留でお送りください
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0
ご
疇
鼻〖―

1770-1827年

ベルリオーズ 1803 -1869年

i メンデルスゾーン

15~16世紀

覧
ジョスカン ・デ・ プレ 1450/1455年？ー1521年

西洋音楽の一大ジャンル
歌い継がれた宗教音楽を聴く

文＝三ヶ尻正
Text= Tadashi Mikajiri 

of Religio11s m互1sic

1809-1847年

ブラームス 1833-1897年

ドヴォルジャーク 1841 -1904年

亀二
バレストリーナ

蟻
17 llt紀

（シ
モンテヴェルディ

1525? -1594年

宗
教
音
楽
・
教
会
音
楽

キ
リ
ス
ト
教
と
音
楽

生
と
死
を
見
つ
め
て

1567 -1643年

• J.S. バッハ 1685 -1750年

フォーレ 1845-1924年

20llt紀

． パーセル 1659-1695年

ヘンデル 1685 -1759年

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
で
、
最
も
知
名
度
が
閥
い
も
の
と
い
え
ば
や
レ
ク
イ
エ
ム
〉

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
索弟
九
》
初
派
と
同
時
に
（ミ
サ
・
ソ

レ
ム
ニ
ス

（北
厳
ミ
サ
鼎
）
》
の
．
部
も
初
浙
し
て
い
る
。
J
.
S
・
バ
ッ
ハ
の
音
楽

活
動
の
中
心
は
、
俯
週
礼
拝
で
演
奏
す
る
教
会
カ
ン
タ
ー
タ
や
、
復
括
祭
前
の
受
難

曲
な
ど
の
教
会
音
楽
だ
っ
た
。
プ
ラ
ー
ム
ス
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品
で
楽
駐
に
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
交
押
曲
で
も
協
奏
訓
で
も
な
く
《ド
イ
ツ
・
レ
ク
イ
エ

ム
了
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
宗
教
音
楽
は
西
洋
5

日
楽
の

一
大
ジ
ャ
ン
ル
な
の
だ
が
、

信
仰
が
絡
む
た
め
か
、
と
も
す
る
と
近
づ
き
に
く
い
印
象
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
名
鼎
の
宝
瓶
と
い
え
る
作
口
鼎
け
を
聴
か
な
い
手
は
な
い
だ
ろ
う
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
宗
教
曲
・
宗
教
汁
楽
は
キ
リ
ス
ト
教
の
伯
仰
を
歌
う
汁
楽
だ
。
た

だ
し
教
会
で
の
油
奏
用
に
上
日
か
れ
る
教
会
音
楽

（ミ
サ
訓
や
教
会
カ
ン
タ
ー
タ
な

ど
）
と
、
教
会
以
外
で
の
演
奏
を
意
図
し
た
も
の

（
ヘ
ン
デ
ル

《
メ
サ
イ
ア
〉
や
プ
ラ

ー
ム
ス

《ド
イ
ツ
・
レ
ク
イ
エ
ム
》
な
ど
）
が
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
は
早
く
か
ら
し
片
楽
と
深
く
結
ぴ
つ
い
て
い
た
。
新
約
即
素
＂
に
は
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
と
弟
子
た
ち
が

「賛
美
を
歌
っ
て
か
ら
オ
リ
ー
プ
山
に
111か
け
た
」

（
マ
タ
イ
伝
）
と
あ
り
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
時
代
か
ら
歌
が
信
仰
生
泊
の
火
き
な
災
素

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
前
の
旧
約
型
内
で
も
、
た
と
え
ば
「詩
篇
」
の
歌
の

多
く
は
、
占
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
英
雄
で
、
竪
琴
と
歌
の
名
手
だ
っ
た
ダ
ヴ
ィ
デ
王
が

作
っ
た
と
害
か
れ
て
い
る

（実
際
は
多
く
の
作
者
に
よ
る
）
。

中
世
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
へ

宗
教
立
11
楽
の
中
で
、
特
別
の
位
骰
を
占
め
る
の
が
グ
レ
ゴ
リ
オ
取
歌
だ
。
中
世
6

i
7世
紀
の
教
晶
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
ー
肌
の
こ
ろ
「
咽
歌
集
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
、
単
旋
律
の
シ
ン
プ
ル
な
歌
だ
が
、
脳
大
な
数
の
鼎
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

型
歌
そ
の
も
の
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
に
現
れ
る
。

｀
〕
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
《幻
想
父
磯
仙
匹
〉
第
5
楽・ば
〈サ
バ
ト
の
夜
の
四
夕
〉
で
、
金
行
が
「フ

・
ミ
・
フ
ァ
・
レ

・
ミ
・
ド
・
レ
・
レ
」
と
ハ
短
調
で
奏
で
る
小
気
味
な
旋
律
は

r
 

O
ァ

t
グ
レ
ゴ
リ
オ
燃
歌
《
レ
ク
イ
エ
ム
〉
の
「
デ
ィ
エ
ス

・
イ
レ

（怒
り
の

II)」
で
あ
り
、

レ
ス
ピ
ー
ギ
《
ロ
ー
マ
の
松
ご
の
ア
ッ
ピ
ア
街
近
の
場
面
で
朗
々
と
流
れ
る
の
も
「サ

s
 

疇`ュH
ン
ク
ト
ゥ
ス
（
聖
な
る
か
な
）
」
で
あ
る
。

っ
て
い
た

J
.s
．
バ
ッ
ハ
令
タ
イ
受
難
仙
〉
を
蘇
浙
し
、
オ
ラ
ト
リ
オ
〈咆
パ
ウ

ロ
》
や
｛
エ
リ
ヤ
了
を
屯
H

き
、
プ
ラ
ー
ム
ス
も
続
い
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

t
流
作
仙
家

た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
宗
教
曲
を
内
く
時
代
か
訪
れ
た
の
だ
。

宗
教
汁
楽
は
必
然
的
に
生
と
死
の
恨
界
に
入
っ
て
行
く
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
自
身
の

死
と
絡
ん
だ
《
レ
ク
イ
エ
ム
》
だ
け
で
な
く
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の

《
レ
ク
イ
エ
ム
〉
も、

バ
ッ
ハ
の
6

マ
タ
イ
受
難
間
》
も
直
接

1

死
」
を
扱
い
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
C

ド
イ
ツ
・

教
会
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
ヘ

17枇
紀
を
迎
え
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
オ
ペ
ラ
が
生
ま
れ
る
と
、
教
会
音
楽
も
バ
ロ
ッ

ク
時
代
に
突
入
す
る
。
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
《
叩
付
マ
リ
ア
の
タ
ベ
の
祈
り
》
で
は、

多
様
な
器
楽
の

t
でし
戸
楽
の
ソ
リ
ス
ト
や
合
州
が
壮
人
な
音
枇
界
を
繰
り
広
げ
る
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
器
楽
合
奏
の

t
で
声
染
が
歌
2
ス
タ
イ
ル
は
、

実
は
オ
ベ
ラ
と
同

じ
も
の
。
宗
教
音
楽
に
は
合
唱
も
入
り
、
よ
り
壮
脱
な
註
奔
肌
界
が
作
ら
れ
て
い
く
。

宗
教
改
革
と
宗
教
音
楽

宗
教
改
＇
を
経
て
ル
タ
ー
派
は
カ
ト
リ

ッ
ク
か
ら
独
立
し
、
聖
因
を
通
じ
て
個
々

人
が
直
接
神
と
向
き
合
お
う
と
す
る
姿
勢
を
と
っ
た
。
音
交
で
も
限
ら
れ
た
人
し
か

わ
か
ら
な
い
ラ
テ
ン
語
の
型
歌
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
に
わ
か
る
ド
イ
ツ
語
の
粛
美

歌
「コ
ラ
ー
ル
」
を
椎
奨
し
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
の
中
に
は
、
壮
脆
な
教
会
音

楽
を
否
定
す
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
ル
タ
ー
派
は
イ
タ
リ
ア
起
源

の
「
器
楽
＋
声
楽
」
の
立
贔
IIIil界
も
引
き
継
い
だ
。
こ
れ
が

J
.
S
・
バ
ッ
ハ
の
受

難
や
教
会
カ
ン
タ
ー
タ
の
批
界
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

イ
ギ
リ
ス
国
教
会
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
災
索
も
多
く
引
き
継
い
だ
が
、

「
ア
ン
セ
ム
」

と
い
う
独
自
の
英
語
の
宗
教
汁
楽
も
牛
ん
で
い
る
。
パ
ー
セ
ル
の
作
品
が
秀
逸
だ
c

時
代
を
遡
っ
て
パ
ロ

ッ
ク
初
期
の
イ
タ
リ
ア
で
は
、
オ
ペ
ラ
と
並
ん
で
宗
教
的
な

削
作
品
「
オ
ラ
ト
リ
オ
」
も
誕
牛
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
数
人
の
歌
い

f
が
劇
仕
立
て

で
歌
｀
？
小
規
校
な
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
で
伝
統
の
あ

る
合
唱
を
加
え
て
人
規
模
な
ジ
ャ
ン
ル
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
の
が
ヘ
ン
デ
ル
だ
っ

•y
o f

 ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
は
、
血
年It11
が
題
材
で
も
K
演
は
オ
ペ
ラ
と
luJじ
劇
場
で

行
わ
れ
、
ぃ
油
業
的
に
も
成
功
す
る
。
こ
れ
に
刺
激
を
受
け
た
ハ
イ
ド
ン
が
、
ウ
ィ
ー

ン
で
も
オ
ラ
ト
リ
オ
〈犬
地
創
造
》〈
四
季
〉
を
作
っ
た
の
は
什
名
な
話
だ
。

19枇
紀
に
は
こ
う
し
た
市
民
合
州
＆
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
、
オ
ラ
ト
リ
オ
だ

け
で
な
く
、
以

i

旧
の
宗
教
仙
も
汁
楽
巾
場
へ
蹄
り
川
た
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
眠

レ
ク
イ
エ
ム
》
は
残
さ
れ
た
者
へ
の
慰
め
を
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
令
ス
タ
ー
バ

ト
・
マ
ー
テ
ル
》
は
f
を
失
っ
た
け
の
悲
し
み
を
歌
う
。
フ
ォ
ー
レ
や
デ
ュ
リ
ュ
フ

レ
の
〈
レ
ク
イ
エ
ム
》
は
死
後
の

1T安
な
肌
界
に
息
い
を
馳
せ
る
。
プ
リ
テ
ン
の

命戦

争
レ
ク
イ
エ
ム
〉
は
ラ
テ
ン
話
の
典
礼
文
に
炎
甜
の
戦
争
詩
を
交
え
て
、
今
を
牛
き

る
我
々
に
小
々
し
く
戦
／
ト
の
紅
味
を
IUlう
、
正
に
現
代
の
作
品
だ
。

人
間
が
避
け
て
通
れ
な
い
「
牛
と
死
」
の
間
題
を
莉
面
か
ら
取
り
上
げ
る
宗
教
音

楽
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
枠
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
匪
界
の
聴
衆
の
心
に
訴
え
る
ジ
ャ

ン
ル
な
の
で
あ
る
。

バ
ロ
ッ
ク
か
ら
古
典
派
へ

D. スカルラッティ 1685-1757年

年6
 

7
 ，
 

ー3
 

ー

69[ 

1902-1986年

15i16贔
の
ル
ネ
サ
ン
ス
に
は
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
（多
声
脊
楽
）
が
発
股
し
、
ジ
ョ

ス
カ
ン

・
デ
・
プ
レ
や
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
な
ど
に
よ
っ
て
、
声
楽
ア
ン
サ
ン
プ
ル
が

織
り
な
す
、
文
し
く
梢
緻
な
ミ
サ
曲
や
教
会
作
品
が
会
堂
に
評
い
た
。
無
伴
奏
の
歌

を
「
ア
・カ
ペ
ラ
」

（教
会
風
に
）
と
言
つ
の
も
こ
こ
に
起
源
が
あ
る。

63 62 
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教会カンタータ

パロック期のルター派教会では毎週、声楽・器楽により信

仰を歌う教会カンタータが演奏されていた。町の大きさによ

り規模はさまざまだが、ライプツィヒやハンプルクなどの大

,t陣では大きな合唱・合奏を伴うものも少なくなかった。

J.S. バッハ洲侑川した約2001伽の教会カンタータが有名だ

が、テレマンやパッヘルペルなどの秀作も紹介されている。

なおJ.S.パッハには《結婚カンタータ》や《コーヒー・カン

タータ》、《此民カンタータ》などの「軋俗カンタータ」もあ

る。イタリアのカンタータは叩俗ともにソロの1111が多い。

受難曲

春の受難節に「最後のI犯槌」や「ビラトの審判」、「,.字架Jflj」

の様fなどイエス・キリストが受難するまでを・i"r楽股ljとして

蔀奏する。

型書を中心にしたJ.S.パッハの《マタイ受難1111》《ヨハネ受

難1ll1》がイi名だが、ほかにも古くはシュッツの受難1111やテレ

マンの作品、 ir引｝ではなく t'-1111詩による 〈プロッケス受難1U1》

（ヘンデル、テレマン等）などもある。

モテット

占いフランス話の「Mot,モ（ことば） Iが諮源。ルネサンス

のモテットは1)1LJ詩による末教1th。フランスでは竹弦梨付き

の《グラン・モテ》、オルガン伴炎のみの〈プチ ・モテ〉などが

生まれた。ルター派ではJ.S.バッハのモテットがイi名で、他

のJ.S.パッハ作品が、忘れられていたIIUもク帥~)IJ として歌い継

マニフィカト

聖舟マリアが神のチを身ごもった喜ぴを歌う奸歌。これも

坪！務I]課のうち1J没時の 「晩課」で歌われる。

バロック初期のモンテヴェルディ 《塑屈マリアのタベの祈

り）、J.S.バッハのものがイi名だが、現代のイギリスの作1111家

ラターの作品も広く歌われている。

オラトリオ

オペラ1,;J様、が楽とオーケストラで油奏する削汗楽だが、

祇技や翔台衣裳・装骰を使わず、演奏会形式でl.:.i貨するジャ

ンル。

オラトリオとは「礼拝•l;(:」を紅味し、もとは1.1抒が宗教休験

を話り合う集会を礼H-、i位で開いていたが、その前後の歌が発

)1いして、前後2部のはI]j'j楽となった。初期の傑作にカリ ッシ

ミの《イェフタ〉がある。

オラトリオは17・111:紀に「イタリア語（またはラテン語）、カ

トリ ック、題材は型•←~fや咄人伝、歌手数人と屯1J-J合於、 2 部構

成」の形で成長したが、ヘンデルが《メサイア〉などで「炎晶、

プロテスタン ト（または111:1谷）の姐材、独IY¥・合叶1・オーケス

トラ、 3部構成の刺音楽」として生まれ変わらせた。ハイド

ン（火地削造》やメンデルスゾーン《エリヤ》などもこの流れ

にある。

畠

｀
 

レクイエム団渚のためのミサ）

ミサのうち、葬儀や11月iuの「死者の祝H」に行うもの

を、その固打文の式文のH娘をとって「レクイエム 1と呼ぷ。

レクイエムでは、典礼の性格上通常文の 「グローリア」（神の

栄光を讃える章）や「クレド」（信仰告白の章）は省略される。

逆に固有文で作!Illされる箇l妬が多い。

かつて典礼文の中にあった 「デイエス・イレ（怒りの口）」

の恐ろしい 「最後の審判」をどう描くかが聴きどころの一つ。

モーツァルトやヴェルデイ(/)も(I)が有名だ。フォーレはこれ

を含めず、逆に死者の大同入りを駆う 「イン・パラディスム

（楽園に）」を加えて平穏な1111とし、デュリュフレなどが迫随

している。

なおプラームス《ドイツ・レクイエム》は典礼川のラテン語

ではなく、 ドイ ツ品で歌われる。

コラール

カトリックの型歌はラテン語なので、限られた人にしかわ

からないが、ルター派は自分たちがわかる口艇で伯仰を歌う

「コラール」 (Choral.讃芙歌）を推奨した。コラールはそれだ

けで歌われるほか、カンタータや受難llllの素材にもなった。

イギリスの説芙歌は一般に「Hymn,ヒム」だが、クリスマ

スのものは「Carol,キャロル」と呼ばれている。

スターバト・マーテル

「/:}は立っていた」を泣味するラテン話で、 1・ 況ヽ架の fO)咆l吐

マリアに祈る歌。中111:の修j{j_,~ ヤコポネの作詩と伝えられる。

マリア祟敬の中で人気を集め、数々の音楽家が作1ll1してき

た。悲痛な内容が3行 x20段落も続くため、ともすると単濶

になりかねないが、逆にそれをいかに多様に1111付けするかが

作1111*の腕の見せどころとなった。

ベルゴレージのものが有名だが、ルネサンスにも多くの作

品があり、後のハイドンやロッシーニ、ドヴォルジャーク、プ

ーランクなども名作を残している。

テ・デウム

〈神よ、あなたを讃えます〉で始まる校歌。411t紀のミラノ 1iJ

教、咆アンプロジウスが弟子の叩アウグスティヌスに洗礼を

施す際にll]l輿で作ったと言われている。

ミサと並ぷ典礼の咆務II課のうち「,:vi,課」でj_:_17祝nに歌

われるが、戦勝記念などの祝賀行ljf.JI」の大規校な1ll1も多い。

古くはフランスのシャルパンティエ、新しくはプルックナー

の作品が特にイT名。

~Reli~JiOllS 
gt~11r·e list 

@, 

Ill1tlSlC 

グレゴリオ聖歌

カトリックで最重要とされる単．旋律の兜歌。ネウマ譜 (4

線請＋四角のi¥符）の形で定着している。中匪の教皇グレゴ

リウス 1匪のもとで編森されたものがベース。今でも歌われ

るほか、宗教Jillのj:_題としても使われる。

16世紀のネウ迄苔

ミサ曲

蚊後の晩餐でイエス・キリストが、 1:i分の体と1/uとしてパ

ンとワインを弟十たちに分け与え、ずっとその低式を行うよ

う命じたのがミサの起源。

ミサの式文にはどのIIも変わらない「通常文」と、それぞれ

のnに特有の 「固イ1文：」がある。通常文のうち 「キリエ」「グ

ローリア」「クレド」「サンク トゥス」「アニュス・デイ」の5

i位（「サンク トゥス」後半の「ベネデイク トゥス」を分けて61;1

にすることもある）に作曲したものがミサ曲である。

ルネサンス期にポリフォニー・無伴奏合唱で多数の名作が

生まれたが、パロック・古典派以降はオーケストラ付きの作

品がt流となった。

J.S. パッハ《ロクQ溝ミサ》やハイドン《テレジア ・ミサ》、モ

ーツァルト 《ハ短潤ミサ》、ベートーヴェン《ミサ・ソレムニ

ス》などがイi名。某本ラテン語だが、占いスラヴ語のヤナーチ

ェク 《グラゴル・ミサ》など各同語の作品もあるu
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聴さどころPoint

①第3曲「クレド」

「ニケア信経J(=「クレド」）は、「信仰告白 Iと

いうミサ曲のなかでも肝要な部分であること

もあリ、全曲中もっとも新作（転用でない曲）

が多く、笞法も精緻で評価が高い。

＠）第8曲「コンフィティオール（私は認める）」

なかでももっとも凝った音楽で、フーガやカノ

ンなどJ.S.バッハが到達した対位法的声楽の

精髄が聴ける。

ど
の
仙
も
索
晴
ら
し
い
が
、
こ
こ
で
は
＾
ぷ
皿

歌
い
継
が
れ
る
魅
力
と
は
？

バ
ッ
ハ
《

□

短
調
ミ
サ
》

宗
教
音
楽
の
集
大
成
、
後
世
へ
の
大
い
な
る
遺
言

謎
が
つ
き
ま
と
う
作
曲
の
経
緯

ミ
サ
曲
の
ジ
ャ
ン
ル
を
代
表
す
る

1
曲
と
し
て
ま
ず
、
今
年
生
誕

3
3
3年
を
迎
え
た

J
.
S
・
パ
ッ
ハ
の
《
ミ
サ
曲
》
口
短
調
（
通
称
は
U
短

調
ミ
サ
）
を
ご
紹
介
。
生
涯
宗
教
音
楽
に
向
き
合
い
続
け
た
バ
ッ
ハ
の
「
ミ
サ
曲
」
は
今
も
な
お
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
。

含
口
短
調
ミ
サ
ご
は、

J
.
s
．
バ
ッ
ハ

(1
6

8
5
|
1
7
5
0、
以
下
パ
ッ
ハ
と
表
記
）
が

生
前
に
唯
．
完
成
さ
せ
た
「
完
令
ミ
サ
曲
，

（ミ

サ
通
常
文
の
す
べ
て
を
作
鼎
）
で
あ
り
、
彼
の

宗
教
音
楽
の
隼
天
成
的
な
性
格
を
持
つ
大
作
で

あ
る
。
ま
た
、
パ
ッ
ハ
が
最
後
に
「
完
成
」
さ
せ

た
人
曲
で
あ
る
こ
と
も
重
要
だ
。

ル
タ
ー
派
教
会
の
音
楽
家
で
あ
る
バ
ッ
ハ
に

と
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
礼
拝
511
楽
で
あ

る
「
ミ
サ
曲
」
を
作
曲
す
る
義
務
は
な
い
。
そ
の

た
め
《
口
短
潤
ミ
サ
》
に
は
、
謎
め
い
た
部
分
が

つ
き
ま
と
う
。
何
よ
り
、
作
曲
さ
れ
た
U
的
が

わ
か
ら
な
い
の
だ
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
受

難
を
追
柏
十
る
聖
金
曜
日
の
礼
拝
の
た
め
に
害

か
れ
た
受
難
曲
や
、
特
定
の
祝
R
の
た
め
に
害

か
れ
た
カ
ン
タ
ー
タ
と
は
そ
こ
が
追
う
。
ミ
サ

曲
の
最
初
の

2llhで
あ
る
「キ
リ
エ
」
と
「グ
ロ

ー
リ
ア
」
か
ら
な
る
《短
ミ
サ
》
な
ら
ル
タ
ー
派

の
礼
拝
で
浙
奏
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
パ

ッ
ハ
自
身
B
W
>
2
3
3な
ど
数
曲
の

《短
ミ

サ
》
を
残
し
て
い
る
が
、
通
作
ミ
サ
を
作
仙
し

て
も
卜
演
の
場
は
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
含
口

短
調
ミ
サ
｝
は
パ
ッ
ハ
の
生
前
に
一
度
も
演
奏

さ
れ
て
い
な
い
。

だ
が
近
年
で
は
《
口
短
調
ミ
サ
》
は
、
バ

ッ
ハ

が
自
身
の
教
会
音
楽
の
集
大
成
を
試
み
た
作
品

で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ミ
サ
ilh

と
い
う
形
式
を
選
ん
だ
の
も
、
特
定
の
祝
＂
に

し
か
上
演
で
き
な
い

西時
季
も
の
こ
c
あ
る
カ

ン
タ
ー
タ
や
受
難
鼎
よ
り
並
県
遍
的
な
形
式
だ
か

ら
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
し
か
に

「
ミ
サ
曲
」
な
ら
1
年
中
演
奏
で
き
る
。
た
と
え

ば
、
師
年
6
月
に
開
他
さ
れ
る
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

の
パ
ッ
ハ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
の
フ
ァ
イ
ナ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
は
《
口
短
濶
ミ
サ
〉
と
決
ま
っ
て

い
る

（浙
奏
家
は
何
年
変
わ
る
）。

戸
楽
作
品
の

人
作
な
ら
含
口
短
調
ミ
サ
》
よ
り
〈
マ
タ
イ
受
難

曲
）
で
は
な
い
か
と
息
う
方
も
あ
る
だ
ろ
う

が、

6
月
に
受
難
鼎
を
演
奏
す
る
の
は

「時
季

外
れ
」
な
の
で
あ
る
。

《
口
短
濶
ミ
サ
》
は、

1
7
3
3年
に
ド
レ
ス

デ
ン
宮
廷
に
献
吊
さ
れ
た
「キ
リ
エ
」
と
「グ
ロ

ー
リ
ア
」
か
ら
な
る
〈
ミ
サ
訓
》（
パ
ッ
ハ

H
身

が
つ
け
た
タ
イ
ト
ル
）
か
ら
始
ま
っ
た
。
バ
ッ

ハ
は
そ
の
こ
ろ
市
参
巾
会
と
の
軋
慄
を
砲
え
て

お
り
、
交
渉
を
俊
位
に
巡
ぶ
た
め
に
ド
レ
ス
デ

ン
の
ザ
ク
セ
ン
選
術
伏
の
窮
廷
作
鼎
家
の
称
＂
り

や
ア
リ
ア
を
麻
人
す
る
際
に
JII
い
ら
れ
る
レ
チ

タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
も
な
い
。
受
難
仙
の
よ
う
な
ド

ラ
マ
は
な
い
が
、
そ
の
分
し
11
染
と
し
て
H
し！
し

て
い
る
。
叩
内
物
品
の
俯
釈
で
あ
る
〈
マ
タ
イ

受
難
鼎
》
や
《
ヨ
ハ
ネ
受
難
仙
〉
よ
り
、
”11
染
と

し
て
抽
象
性
が
閥
い
の
で
あ
る
。
ま
た
各
鼎
も

均
格
の
と
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
令
休
の

梢
成
も
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
だ
。
例
え
て
ば
え

ば、

K
粒
の
火
珠
の
よ
‘
つ
な
ー
仙
1
鼎
が
連
な

っ
た
見
事
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
よ
‘
？
な
川
象
を
r
f

え
る
作
品
な
の
で
あ
る
。

を
咆
ん
だ
の
で
あ
る
。
カ
ン
タ
ー
タ
で
な
く
ミ

サ
lIhが
献
見
さ
れ
た
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
川

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
併
合
し
た
際
、
選
帝
保
の
宮
廷

が
ル
タ
ー
派
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
て
い

た
た
め
だ
っ
た
。
こ
の
《
ミ
サ
訓
〉
は
、
献
品
に

先
立
っ
て
ド
レ
ス
デ
ン
で
上
派
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
。

だ
が
パ
ッ
ハ
は
晩
年
、
本
作
に

「
ク
レ
ド
」

「サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
」「
ア
ニ
ュ
ス
・
デ
イ
」
を
含

む
辿
作
ミ
サ
の
テ
キ
ス
ト
に
作
仙
し
た
も
の
を

足
し
て
、
完
全
な
〈
ミ
サ
鼎
〉
を
創
り

t
げ
た

（令
仙
を
ド
レ
ス
デ
ン
で
卜
浙
さ
れ
る
こ
と
を

視
野
に
人
れ
て
い
た
と
す
る
品
も
あ
る
が
、
確

証
は
な
い
）。

そ
の
多
く
は
111作
の
カ
ン
タ
ー

の
核
心
と
さ
れ
る

「ニ
ケ
ア
似
経

（ク
レ
ド
）＇

の
中
央
に
骰
か
れ
た

3
仙
に
住
11し
て
み
た

い
。〈
畢
心
叩
に
よ
り
て
〉
は
マ
リ
ア
の
処
女
恢
胎

を、

〈卜
9
架
に
か
け
ら
れ
〉
は
イ
エ
ス

・
キ
リ

ス
ト
の
傑
刑
を
、
そ
し
て

〈3
1111に
甦
り
た

ま
い
〉
は
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の
復
枯
を
あ
ら

わ
す
。〈
中
虚
に
よ
り
て
〉
は
＾
点
皿
の
蚊
後
、

つ

ま
り
1
7
4
9年
に
k
りか
れ
た
仙
で、

〈|
字
架

に
つ
け
ら
れ
〉
は
1
7
1
2
年
に
k
11
か
れ
た
ぶ
“

ン
タ
ー
タ
第
12
番
」
の
第
2
仙
の
転
川
で
、
令

鼎
小
も
っ
と
も
古
い
鼎
だ
が
、
本
作
の
た
め
に

補
喰
さ
れ
て
お
り、

2
鼎
並
べ
て
迩
利
愁
が
な

い
こ
と
に
餃
か
さ
れ
る
。
と
も
に
対
位
怯
的
な、

古
い
様
式
に
よ
る北
点
皿
だ
。
絞
く
〈
3
1111に

晩年の2/年問務めた任地、ライプツィヒにあるトーマ人教会

甦
り
た
ま
い
〉
で
は
、
新
し
い
形
式
で
あ
る
ダ
・

カ
ー
ポ
様
式
に
よ
り
喜
び
が
爆
発
す
る
が
、
こ

れ
は
削
失
し
た
《匪
俗
カ
ン
タ
ー
タ
》
B
W
V
A

h
n
.
9
か
ら
の
転
川
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
新
111のれ
11
楽
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
本
作
の
大
き
な
魅
力
だ
。

ま
た

「第
6IIh」
の
〈
感
謝
し
奉
る
〉
と
、
令

仙
を
締
め
く
く
る

〈神
よ
平
和
を
仕
え
給
え
〉

に
は
圃
じ
5
11
楽
が
使
わ
れ
、
見
れ
な
統
ー
感
と

カ
タ
ル
シ
ス
を
も
た
ら
す
。

ば神
よ
平
利
を
り
そ
た
ま
え
ク

0

|

1

時
も
今
も
、

こ
れ
ほ
ど
切
文
に
顧
わ
れ
て
い
る
1r"菓
は
な
い

だ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
、
伯
仰
の
ひ
と
で
も
あ

っ
た
バ
ッ
ハ
の
迎
．
口
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

今ft--9月8日に行われたトン ・コープマン（｝甘揮）とアム人テルダム・バロック密弦楽団＆
合叱団《u短澁ミリ》公演（すみだトリフォニーホール） c三浦00-

作
曲
家
人
生
の
集
大
成
と
な
っ
た

《
ミ
サ
曲
》

タ
か
ら
の
転
川
だ
が
、
そ
の
結
米
作
血
時
期
が

ほ
ほ
茄
年
に
わ
た
る
、
ま
さ
に
パ
ッ
ハ
の
作
曲

家
人
生
の
集
大
成
が
で
き
あ
が
っ
た
。
音
楽
的

に
も
、
合
附
フ
ー
ガ
や
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
の
よ
う

な
対
位
法
的
な
古
い
様
式
か
ら
、
当
時
の
流
行

で
あ
る
米
や
か
な
装
飾
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
ア

リ
ア、

優
雅
な
ギ
ャ
ラ
ン
ト
様
式
に
よ
る
前
唱

な
ど
、
彼
が

F
が
け
た
新
旧
の
ス
タ
イ
ル
が
網

羅
さ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
、
合
唱
音
染
の
多
彩

さ
は
バ
ッ
ハ
の
作
品
の
中
で
も
比
類
が
な
い
。

〈
マ
タ
イ
受
難
訓
〉
が
多
彩
な
ア
リ
ア
を
誇
る

の
と
は
対
照
的
だ
。
ま
た
クミ
サ
仙
ク
と
い
う
形

式

t
、
ル
タ
ー
派
の
礼
打
立11
染
に
つ
き
も
の
の

コ
ラ
ー
ル

（抒
災
歌
）
は
な
い
し
、
語
り
の
部
分

覇

Iii:! 

J.5バッハの門像画

］ふBac~t.t
Mass ir1 B 1nin.01ペ

• 
文
11
加
藤
浩
子

Text 11 H
i
r
o
k
o
 K
a
t
o
 

J
 
． 

s
 
． 

を
聴
く

67 66 



特1 パロック三大巨匠生誕333年宗教音楽入門ガイド

シューベルト 《ミサ1111》～テキスト0)欠格0)謎～

シューベルトのミサ曲では、全6曲にわたリ特に信仰告白の

吾 Iクレド」の革で一部、詩句の削除が行われている。くそして

•にして叩なる、公の（虹往継承の教会を＞ の詩句がミサ曲6曲

すべてにおいて削除され、同じく「クレド」のくよみがえりを紆

ち屯む〉の箇所は1第1番」 を除く 5曲で、く父と一体なり〉の箇

所は、「第3番」、「第5番」、「第6番」において削除されている。

削除は「クレド」だけではなく、「グローリア」でも(/Itの罪を除

き給もうtょ〉の詩句が、全6曲にわたって削除され、「サンク

トゥス」や「アニュス ・デイ」でも削除がある。シューベルトが

ミサ曲全6曲で同じ詩句を省略しているのは偶然ではなく、意

図的である。その背娯として当時のカトリック教会の改革主義

の思潮と結びつけた解釈もあるが、これらのミサ曲は典礼で演

奏することを前提として作曲されていることに鑑みると、この

削除は大きな謎である。シューベルトは宮廷楽長のサリエリに

師ホしておリ、サリエリはシューベルトの作曲したミサ曲にお

けるテキストの欠活はわかっていたに遥いない。また、ミサ曲

は、少年シューベルトを指迎したミヒャエル・ホルツァーがレー

ゲンス ・コリ（合咀長）を務めるリヒテンタール教会でしばしば

演奏されており、ホルツァーがテキストの欠落に気が付かない

とは考えられない。おそらく 19世紀前期のウィーンではミサ曲

のテキストの削除が慣行として行われていた可能性があるので

はないだろうか。

ミサ曲・テキストの構成

＇ 固有文

イントロイトゥス

通常文

ミ
サ

心
門
什
文
，

の
な
か
で
行
染
的
に
屯
き

を
な
す
の
が

「ア
レ
ル
ヤ
」
で
あ
る
。「

t
を
代

災
せ
よ
ー
を
紅
味
す
る
ヘ
プ
ラ
イ
土
町
を
話
源
と

す
る
こ
の
ア
レ
ル
ヤ
で
は
、
独
州
あ
る
い
は
複

数
の
独
附
者
が
ア
レ
ル
ヤ
を
歌
う
と
、
合
州
が

■

固
有
文
に
つ
い
て

アンドレア ・アル・ヴTLJツキオと弟チたちによるけリストの洗い。旧約聖で「ノア
の箱舟lでも登場りが鳩”は精2を象徴している

E;il::pl,111c1to1~·y 
IlOtt2'S 
c>f ,1 text 

第一部
（序、開祭）

グラドゥアーレ

第二部 1アレルヤ
（言葉の典礼）セクウェンツィア

クレド

オッフェルトリウム 1

サンクトゥス・ベネディクトゥス
アニュス・デイ

第三部
（聖餐の典礼）I -

コム＿ォ

キリエ
グローリア

ミ
サ
曲
で
歌
わ
れ
る
内
容

文
11
西
原
稔

T
e
 xt11 M
i
n
o
r
u
 N
i
s
h
i
h
a「
a

ミ
サ
曲
は
決
ま
っ
た
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
作
曲
さ
れ
て
い
る
。
作
曲
家
は
同
じ
歌
詞
を

ど
う
解
釈
し
ど
う
表
現
し
て
い
る
の
か
・
・・
・
・
・
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ
わ
り
を
発
見
す
る
の
も

《
ミ
サ
曲
》
を
聴
く
醍
醐
昧
の
一
っ
。
こ
ち
ら
で
は
ミ
サ
曲
の
テ
キ
ス
ト
の
な
が
れ
、
特
徴

な
ど
、
演
奏
を
よ
り
味
わ
っ
て
聴
く
た
め
の
解
説
を
お
届
け
す
る
。

■

ミ
サ
曲
の
な
が
れ

レ
ヴ
ィ
ス
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
）

「
キ
リ
エ
」

第

一
部

「キ
リ
エ
」
は
ギ
リ
シ
ャ
話
に
よ
る

〈キ
リ
エ
・

ミ
サ
は
大
き
く
3
つ
に
分
か
れ
て
い
る

（左

エ

レ

イ

ゾ

ン

tI
よ
｀
お
憐
れ
み
A
だ
さ
い
)〉
‘
〈ク
リ

図
参
照
）0

]

取
初
が
「
序
」
あ
る
い
は
「開
祭
」
と
ス
テ
・
エ
レ
イ
ゾ
ン
斧
リ
ス
ト
よ
、
お
憐
れ
み
A
だ

呼
ば
れ
る
部
分
で
、
し
ば
し
ば
人
祭
唱
の

「イ

さ

い

)〉
‘
そ
し
て
ふ
た
た
び

（キ
リ
エ
・
エ
レ
イ
ゾ

ン
ト
ロ
イ
ト
ゥ
ス
」
が
骰
か
れ
、
ミ
サ
曲
で
主
ン
了
が
叩
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
り
の
言
葉

に
歌
わ
れ
る
通
常
文
の
「
キ
リ
エ
」
と
「グ
ロ
ー

が

3
阿
繰
り
返
さ
れ
る
。
「
キ
リ
エ
」
は
こ
の
語

リ
ア
」
が
続
く
。
（
ミ
サ
鼎
で
は
こ
の
「キ
リ
エ
」
の
抑
揚
に
あ
わ
せ
て
、

丘
長
短
長
二

の
リ
ズ
ム
で

と

グ

ロ
ー
リ
ア
」
の
み
の
構
成
を
「ミ
サ

・
プ
歌
わ
れ
る
も
の
が
多
く
、

J
.
S
・
バ
ッ
ハ

常
ネ
を
い
わ
会
文

通
べ
曲
と
加
教
有

ur
が

文

が

は

囚

ロ
る

K
家

有

ど

ら

と

卜ス
い
ス
曲
同
な
れ
又

ェ
て
ゥ
作

て
J

こ
常

．

っ
卜
に
じ
ム
。
涸

サ

な
ク
主
応
ゥ
る

る

ミ
ら
｀
ノ

で
ー
リ
れ

サ

ト

ら

‘
レ
f
し

•

か
r

成
容

椙
内
ー
ー

て

う
の
ェ

ト
、

テ
類
、

イ

杜

杓

フ

し

謬
ぷ
ゎ
震
蜘

二

r
イ
に

r
じ
結
を

ぅ
土
ァ
文
ゃ
も
に

J

し
ア

．
常
AJ
口
接
曲

と
リ
ス
適

，ソ
印
密
サ

と
ミ

4
0
卜
祭

文
一

有
口

二
こ

ぅ

容

ジ

囚

グ

イ

田

内
祝
の
ペ

と
ー
げ
る

D

の
式

文

上

、

あ

常
ェ

勾
で
ン
し
俄
64

の
は

イ
オ

サ
て

通
リ
ウ
分
—
ぞ

れ

キ

は

r
卜

音

ヽ

曲
、
ク
る
る
そ
ミ
い

訊
苫
如
炉
図

「
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
」

函
な
る
か
ち
を
3
阿
繰
り
返
し
て
歌
う
「
サ

ン
ク
ト
ゥ
ス
」
で
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
反
映

し
て
、
天
同
の
肌
界
を
描
い
た
透
明
な
楽
想
で

表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
前
述
の
詩
句
に
粒

い
て
〈
E
の
労
沈
は
夭
郎
に
洪
つ
〉
と
う
た
わ
れ
、

七
の
栄
光
が
讃
え
ら
れ
る
。
こ
の
「叩
体
拝
領
」

の
儀
式
で
、
会
衆
は
パ
ン
と
ぶ
ど
う
洒
を
拝
領

す
る
こ
と
で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
肉
休
と
血

に
変
わ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
は

間
に
短
い
「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
」。〈
ほ
む
べ
き

かな、

cfLの
名
に
よ
り
て
労
名
〉
が
人
る
。「
サ
ン

ク
ト
ゥ
ス
」
の
終
わ
り
の
詩
句
全ハ
の
い
と
科
き

と
こ
ろ
に
た
つ
屯
ザ
ン
ナ
〉
に
挟
ま
れ
る
か
た
ち

で
歌
わ
れ
、
，
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
」
と

一
体
に
な
っ

て
い
る
が
、
作
曲
家
に
よ
っ
て
は
こ
の
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
ゥ
ス
を
独
立
し
た
楽
章
と
し
て
作
鼎
し

て
い
る
作
品
も
多
い
。

「ホ
ザ
ン
ナ
」
は
ヘ
プ
ラ

イ
語
で
「

い
ま
救
い
給

え
」
を
慈
味
し
、

「詩
紺
第

1
1
8ー
25
」
に
晶
づ
い

て
い
る
。「
詩
編
1
1
8

番
ー
25」
は
こ
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。
令
ぶ
ど
う

ぞ
わ
れ
ら
を
お
救
い
く
だ
さ

い
。
ギ
よ
ど
う
ぞ
わ
れ
ら
り
を

栄
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
)
c

「
ア
ニ
ュ
ス
・
デ
イ
」

そ
し
て
、

「ア
ニ
ュ
ス

・

デ
イ
」
が
続
き
、

⑭我
ら
に

平
安
を
Jf
え
給
ら
が
歌
わ

れ
る

U

こ
の
詩
句
は
多
く

の
作
仙
家
に
強
い
心
来
恐

を
り
え
た
。
と
く
に
感
動

的
な
の
は
ペ
ー
ト
ー
ヴ

含
口
短
消
ミ
サ
》
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

《
ミ
サ

・

ソ
レ
ム
ニ
ス
｝
の
「キ
リ
エ
，
も
こ
の
リ
ズ
ム
で

歌
わ
れ
る
。

「ク
ロ
ー
リ
ア
」

続
く
「
グ
ロ
ー
リ
ア
」
は、

全大
の
い
と
2
き
と

こ
ろ
に
は
神
の
栄
光
、
旭
に
は
衿
バ
伝
の
人
に
，ヤ
利
あ

れ
了
と
祈
願
さ
れ
る
。
ミ
サ
llhの
「グ
ロ
ー
リ

ァ
，
で
は
神
の
栄
光
を
表
現
す
る
た
め
に
、
下

か
ら
駆
け
上
が
る
よ
‘
？
は
パ
ッ
セ
ー
ジ
で
表
現

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
｛
ミ
サ
曲
第
6
番
〉
の
「
グ
ロ
ー
リ
ア
」
は
そ

の
例
で
あ
る
。

こ
の
「グ
ロ
ー
リ
ア
，
は
待
降
節

（キ
リ
ス
ト

の
誕
生
を
待
ち
望
む
期
間
）
と
四
旬
節
（
復
析

祭
の
前
の

1
0
H間
）
で
は
省
か
れ
る
。
「
グ
ロ
ー

リ
ア
」
で
は
全
能
の
神
な
る
父
、
神
の
例
f
な
る
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス

t
Eな
る
例
神
小
f
父
の
岡
I
)

が
讃
え
ら
れ
る
が
こ
の
「十
羊
」
は
、
神
へ
の
従

顛
の
象
徴
で
、
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
を
表
し
て

ェ
ン
の
《
ミ
サ
・

ソ
レ
ム
ニ
ス
＿
で
、
こ
の
詩
句

の
部
分
が
ミ
サ
仙
の
大
き
な
邸
ま
り
を
成
し
て

い
る
。

そ
の
後
「
コ
ン
ム
ニ
オ

（叩
体
拝
領
）」

が
歌

わ
れ
、

咽
体
拝
領
の
祈
り
、

そ
し
て
解
敗
の
式

文
〈イ
テ
・
ミ
サ

・
エ
ス
ト
〉
が
州
え
ら
れ
て

終
わ
る
。
「
ミ
サ
，
と
い
う
韮
叩
は
こ
の

「イ
テ
・

ミ
サ
・

エ
ス
ト
」
に
111米
す
る
。

神の子T

ミ
サ
の
節
二
部
は
「―tr
~
の
典
礼
」
と
呼
ば

れ、

「柑
簡
朗
読
」
や
「
ア
レ
ル
ヤ」、

「
セ
ク
ウ

ェ
ン
ツ
ィ
ア
」、
「栢
音
K
晶
空皿
」、
が
行
わ
れ
、

「
ク
レ
ド
」
が
歌
わ
れ
る
。
こ
の
，
ク
レ
ド
」
は
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
「
ニ
ケ
ア
伯
経
」
と
呼

ば
れ
る
。

「
ク
レ
ド
」

「ク
レ
ド
」
で
は

〈わ
れ
は
“
す
、
唯
ご
の
神
〉
と

い
う
詩
旬
で
開
始
。
マ
リ
ア
の
受
胎
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
、

ポ
ン
テ
オ

・ピ
ラ
ト

の
も
と
で
の
受
難
、
刑
非
、
復
話
が
話
ら
れ
、

死
者
の
よ
み
が
え
り
と
米
枇
の
生
命
へ
の
待
望

で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

ク
レ
ド
は
侶
仰
の
確
か
さ
が
歌
わ
れ
、
ク
レ

ド
の
語
の
削
神
に
応
じ
て
、
＃
長
短
長
ク
の
リ
ズ

ム
に
よ
る
力
強
い
開
始
が
多
い
。
時
旬
の
分
frk

が
多
い
た
め
に
フ
ー
ガ
の
杏
法
は
あ
ま
り
川
い

ら
れ
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

紬
い
て
第
一．部
と
い
う
べ
き

「型
餐
の
典

礼
」
に
人
る
。
ぶ
ど
う
洒

（ワ
イ
ン
）
と
パ
ン
の

叩
餐
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
こ
の
部
で
は
冒
頭
、

「
オ
ッ
フ
ェ
ル
ト
リ
ウ
ム

（奉
献
唱
）」
が
歌
わ

れ
る
。
こ
の
儀
式
は
「蚊
後
の
晩
餐
」
の
再
現
の

邸
味
を
も
つ
。「
オ
ッ
フ
ェ
ル
ト
リ
ウ
ム
」
の
歌

州
の
の
ち
、
ー
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
」
と

「
ア
ニ
ュ

ス
・
デ
イ
」
が
続
く
。

そ
れ
を
繰
り
返
し
、
最
後
の
「ヤ
」
の
語
を
長
く

メ
リ
ス
マ
(
―
つ
の
沿
節
に
多
く
の
音
を
あ
て

が
う
歌
明
の
什
方
を
111う
）
で
引
き
延
ば
し
、

闘
な
よ
現
が
行
わ
れ
る
。

宗
教
作
品
に
は

「セ
ク
ウ
ェ
ン
ツ
ィ
ア
」
と

呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。
こ
れ
は

「ア
レ

ル
ヤ
」
の
旋
祁
に

n
Illに
歌
祠
を
あ
て
が
っ
て

作
ら
れ
た
の
が
そ
の
起
源
で
、
血
．1体
祭
の
祝
H

で
は
「
ア
レ
ル
ヤ
」
の
前
に
歌
わ
れ
る
。
有
名
な

〈
ス
タ
ー
パ
ト・

マ
ー
テ
ル
（
悲
し
み
の
Jfu.9

け
）》
や
（
ラ
ウ
ダ

・
シ
オ
ン
》、
やレ
ク
イ
エ
ム
》

で
歌
わ
れ
る

「
デ
ィ
エ
ス
・

イ
レ

（怒
り
の

11
)」
な
ど
も
，
セ
ク
ウ
ェ
ン
ツ
ィ
ア
」
の
．
つ

で
あ
る
。

第
三

部

第
二
部

69 

い
る
。
そ
し
て
面
世
の
罪
を
除
き
た
も
う
セ
ょ
．
ゎ

68

れ
を
憐
れ
み
た
ま
.た
)
と
語
ら
れ
る
。
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カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
典
礼
で
歌
わ
れ
る
｛ミ

サ
曲
》
の
ル
ー
ツ
は
、
ラ
テ
ン
話
に
よ
る
典
礼

文
を
単
旋
作
で
歌
う
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
咽
歌
」
に

あ
る
。
こ
れ
が
多
声
化
し
て
ミ
サ
鼎
に
な
る
わ

け
だ
が
、
最
初
に

一
人
の
作
訓
家
に
よ
っ
て
u
ti

か
れ
た
の
が
、

14枇
紀
フ
ラ
ン
ス
の
作
仙
家
ギ

コ
ー
ム

・
ド
・
マ
シ
ョ
ー
の

〈
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
・
ミ
サ
IUJ〉
で
あ
る
。
4
声
の

f"楽
が
織
り

な
す
ビ
ュ
ア
な
雰
き
が
美
し
い
。

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ミ
サ
仙
と
し
て
は
、

16肌

紀
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ

・
ダ
・
パ
レ
ス

ト
リ
ー
ナ
が
作
仙
し
た
一教
良
マ
ル
チ
ェ
ル
ス

の
ミ
サ
曲
》
を
此
い
て
お
き
た
い
。
6
声
の
合

闊
で
あ
り
、
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
押
き
が
聡

き
ど
こ
ろ
だ
。

パ
ロ
ッ
ク
時
代
の
ミ
サ
血
と
し
て
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
作
曲
家
ハ
イ
ン
リ
ヒ

・
ピ
ー
パ
ー

の
〈
53が
部
の
ザ
ル
ッ
プ
ル
ク
火
附
党
祝
典
ミ

サ
仙
＿
を
米
げ
て
お
こ
う
。
が
染
と
器
楽
を
合

わ
せ
て
占
53し
な
熙
と
い
ヽ
？
多
声
化
の
極
限
ま

こ
れ
も
聴
き
た
い
！
ー
ま
だ
ま
だ
あ
る
《
ミ
サ
曲
》
ー

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

(1
7
7
0
1
1
8
2
7
)

が
晩
年
に
内
い
た
ミ
サ
曲
の
傑
作
。
「
交
類
＂
鼎

第
9
番
」（
以
下
、

念第
九
〉）
と
同
時
期
に
作
曲

さ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
〈第
九
〉
の
初
演
で

は、

《
ミ
サ

・
ソ
レ
ム
ニ
ス
〉
の
「
キ
リ
エ
」「
ク

レ
ド
」
「
ア
ニ
ュ
ス

・
デ
イ
」
の

3llhも
同
時
に

緊
さ
れ
た
。

当
時
、
ミ
サ
鼎
は
教
会
で
演
奏
す
る
も
の
と

決
め
ら
れ
て
お
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
検
閲

り
Ill
で
、
願
わ
く
ば
再
ぴ
心
に
人
ら
ん
こ
と

を
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に、

《
ミ
サ

・
ソ
レ
ム
ニ
ス
）
と
い
ヽ

2
意
宋
は
、

ラ
テ
ン
語
の
典
礼
文
を
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
り

に
解
釈
し
て
、
ヤ
11
楽
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
発
伯
す
る
深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

〈第
九
〉
の
よ
う
に
新
し
い
楽
器
を
投
入
し
た

り
し
て
い
な
い
が
、
フ
ー
ガ
や
対
位
法
な
ど
、

作
品
の
梢
造
に
［
火
が
な
さ
れ
、
音
に
よ
る
深

い
表
現
が
撤
底
さ
れ
た
作
品
な
の
で
、
ぜ
ひ

《第
九
〉
と
共
に
此
い
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

シ
ュ
ー
ペ
ル
ト

(
1
7
9
7ー

1
8
2
8
)

が
亡
く
な
る
年
に
作
曲
し
た
ミ
サ
曲
。
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
は
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
ミ
サ
曲
を
6
曲
掛

い
て
お
り
、
こ
の
「
節
6
番
」
が
最
後
に
な
る
。

作
鼎
の
動
様
は
小
明
で
あ
り
、
初
演
は
彼
の
死

後
に
行
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
ラ
テ
ン
語
に
よ

る
伝
統
的
な
ミ
サ
曲
を
古
く

一
ガ
で
、
教
会
で

の
演
奏
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
話
に
よ
る

〈ド
イ
ツ
・
ミ
サ
曲
）
を
作
鼎
す
る
な
ど
、
独

n

~ 
《
ミ
サ
曲
第
6
番
》
変
ホ
長
調
D
9
5
0

の
宗
教
観
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
「
第

6
番
」
で
も
、
歌
詞
の
一
部
が
瓜
図
的
に
省
略

さ
れ
て
お
り
、
教
会
の
立
図
に
左
右
さ
れ
ず
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
個
人
の
信
念
に
基
づ
い
て
作
仙

さ
れ
た
と
判
断
し
て
間
迩
い
な
い
だ
ろ
う
。

鼎

は
、
師
サ
リ
エ
リ
仕
込
み
の
立
体
的
な
対
位
怯

と
「
歌
仙
上
」
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
な
ら
で
は
の
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
及
し
い
旋
律
が
見
ト
に
融
＾
11

し
た
名
仙
に
什
上
が
っ
て
い
る
。

＊「キリT」口頭に震かれた=菓

約ム ヘ；←圧. /fl;,." ....... - ;.,-,... ・→
~ - . ・: .'・ヱ ., 四 出

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

《
ミ
サに

よ
る
演
奏
枯

itを
恐
れ
て
、
ミ
サ
鼎
と
い
う

タ
イ
ト
ル
を
「
K
讃
歌
」
に
変
史
し
た
＂

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ぷ
し
て
い
る
よ
う
に
、

ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、，教

＾
税
収
式
々
と
し
て
で
は

な
く
、

念第
几
｝
と

M
じ
よ
う
に
一
般
の
味
衆
に

向
け
て
創
作
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
11身
「最

大
で
最
も
完
成
さ
れ
た
作
品
」
と
甜
っ
て
お
り
、

大
変
な

n似
作
だ
っ
た
よ
｀

2
た
。

、H
喰
講
の

「キ
リ
エ
」
rllKiに
は
、

拿「
心
よ

． 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

《
ミ
サ
曲
》

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

(l
7
5
6
1
9
1
)
が
、
故
郷

ザ
ル
ッ
プ
ル
ク
を
離
れ
て
ウ
ィ
ー
ン
に
移
仕
し

て
か
ら
占
い
た
ミ
サ
仙
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
ザ

ル
ッ
プ
ル
ク
時
代
に
実
際
の
ミ
サ
の
た
め
に
ミ

サ
曲
を
15曲
（
他
に
偽
作
も
あ
る
）
作
鼎
し
て
い

る
が
、
こ
の
訓
は
、
誰
に
頼
ま
れ
た
わ
け
で
な
く

自
発
的
に
作
仙
さ
れ
て
い
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

は
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ェ
と
の
結
婚
を
ザ
ル
ッ
プ
ル

ク
に
い
る
父
親
に
認
め
て
も
ら
う
た
め
に
こ
の

鼎
を
披
露
し
よ
う
と
計
両
し
た
の
だ
。
結

M
、

規
模
が
大
き
く
な
り
、
全
て
の
鼎
が
完
成
さ
れ

る
前
に
初
演
し
た
。
現
在
で
も
「
ア
ニ
ュ
ス

・
デ

イ
」
を
欠
い
た
状
態
で
未
完
成
の
ま
ま
で
あ
る
。

で
い
っ
た
複
雑
で
し
兄
怜
的
な
秤
き
が
圧
巻
で
あ

る
。占

典
派
時
代
の
ミ
サ
鼎
と．
T
11
え
ば
、
や
は
り

ハ
イ
ド
ン
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ミ
サ
llhは
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
ハ
イ
ド
ン
は
13仙
の
ミ
サ
鼎

が
現
什
し
て
お
り
、
ど
れ
も
飼
性
的
で
聡
い
て
楽

し
い
が
、
址
後
の
ミ
サ
鼎
に
な
っ
た

-
ハ
ル
モ
ニ

ー
ミ
サ
‘
を
お
勧
め
し
よ
う
c

パ
ル
モ
ニ
ー
ク
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、
木
竹
染
悩
が
允
実

し
、
楽
器
編
成
を
規
制
し
て
い
た
教
会
の
権
力

聴さどころ Point

第 6曲 「アニュス ・デイ」の

冒頭

自らの死を悟ったような晩

年のシューベルトならではの

深漑で悲痛な野きが心を打つ。

バロック時代のようなフーガ

であるが、シューベルトならで

はの和音やシンコペーション

が使われている点は興味深い。

が
弱
ま
っ
た
こ
と
を
ぷ
し
て
い
る
。

ロ
マ
ン
派
時
代
に
な
る
と
、
教
会
側
が
派
手

な
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
禁
じ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
ミ
サ
鼎
を
卜
1
く
作
鼎
｛
禿
は
減
っ
て
し

ま
っ
た
c

そ
の
よ
つ
な
中
で
、
敬
皮
な
カ
ト
リ

ッ
ク
伯
，
虻
だ
っ
た
プ
ル
ッ
ク
ナ
ー
は、

ミ
サ
鼎

を
5
曲
作
鼎
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
＾
11
州
と

行
楽
＂
俣
の
た
め
に

I
t11
か
れ
た
〈
ミ
サ
仙
第
2

番
・
の
ユ
ニ
ー
ク
な
押
き
は
ぜ
ひ
此
い
て
お
く

と
い
い
だ
ろ
う
o

ン̀..Lーベルトの止家の近くにある「リ
ヒテンタル教会」（ウィ ン）。シュ
ーペルトが生出れてすぐに洗礼をう
けた教会でめり、彼の上演で教会作
品か多く演全された

ウィーン少年合唱団とミサ

「天使の歌声」と呼ばれ、日本でも人

気のあるウィーン少年合唱団。実は、彼

らの本業は毎日昭日にウィーンのホー

フブルク王宮礼拝堂で行われるミサで

歌うことなのである。ウィーン少年合唱

団の創設は1498年。教会が女人禁制だ

った時代に、声変わりする前の少年に

ソプラノとアル トのパートを歌わせる

ことが目的で設立されたので、その伝

統が現在でも続いているのだ。現在は、

「ハイドン」「モーツァルト」「シューベ

ルト」「ブルックナー」とミサ曲の作曲

家の名を冠した4つのグループで交代

しながら活動している。同団は、昨年

オーストリアの無形文化迫産に登録さ

れた。ウィーンに行ったら彼らが歌うミ

サ曲を聴いてみてもいいだろう。

1ブルック）一組」が教会で歌う様子。彼らは
来汀~ . 6月に演卒ツアーで米日予廿！
<c>www.lukdsbeck.com 

聴きどころ Point-

第2曲 「グローリア」第6部

のフーガ

合唱と管弦楽による壮大な

フーガが展開され、やがて独唱

陣も加わる。ベートーヴェンが

《第九》で表現しようとしたも

のが、さらに深く広がリを持っ

て展開されているので、聡いて

いて興主を禁じ得ない。磁後

の転調もスリリングだ。

ソ
レ
ム

＿ス
》

＿長
調

O
p
1
2
3

ベート ヴ上ンの有名な肖像画、ベ ト ウェ
ンロらの要安で《ミサ・ソレム―ス》lc!:チにし（
いる姿が描かれている

ハ
短
調
K
4
2
7

し
か
し
、
残
さ
れ
た
仙
は
い
ず
れ
も
充
実
し

た
内
容
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
現
在
で
は

一
部

補
し
た
楽
滸
で
浙
奏
さ
れ
て
お
り
、

《
レ
ク

イ
エ
ム
〉
に
次
い
で
閥
い
人
気
を
誇
っ
て
い

る
。
な
か
で
も
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
で
あ
っ
た
コ

ン
ス
タ
ン
ツ
ェ
が
歌
う
こ
と
を
想
足
し
て
内
か

れ
た
「
キ
リ
エ
」
の
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
は
、
こ
の
仙

の
2

．
坐
命
限
の
見
せ
場
に
な
っ
て
お
り
メ
ラ
ン
コ

リ
ッ
ク
な
美
し
さ
が
光
る
c

《
レ
ク
イ
エ
ム
〉
よ
り
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
自
身

が
古
い
た
部
分
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
本
来
の
ミ
サ
鼎
の
ス
タ
イ
ル
を
知
る

た
め
に
も
聴
い
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

嗚きどころ roint

第3曲 「クレド」第2部のソプラノ独唱

〈エト ・インカルナートゥス・エス ト〉

第1曲「キリエ」のソプラノ独唱と同じように、

モーツァルトの要コンスタンツェが歌うことを想

定して召かれた独唱曲。コロラトゥーラの技巧と

愛らしい歌がなんともチャーミングで、まるでオ

ヘラのアリアを聴いているようである。

r~ヽム・がたし、 ~t..L 
, .I.、'L-flt.I.. 
' -- • . 

ャーツ,,ルトの万、7ン人タンツT

Recom.1ne11ded 
Mass 

お
す
す
め
《
ミ
サ
曲
》

3
選

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

《
ミ
サ
曲
ハ
短
調
》
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
《
ミ
サ
・

ソ
レ
ム
ニ
ス
》
、

文
11
佐
伯
茂
樹

T
e
x
t
 11 S
h
i
g
e
k
l
 S
a
e
k
l
 

数
多
く
の
ミ
サ
曲
が
残
さ
れ
て
い
る
中
で
、
「
ど
の
ミ
サ
曲
を
聴
こ
う
？
」
と
迷
っ
て
い
る
方
に
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
た
い
作
品
を
音
交
評
論
家

の
佐
伯
茂
樹
氏
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。
お
な
じ
み
の
作
曲
家
の

《
ミ
サ
曲
》
で
、
・
父
螂
荒
曲
や
ピ
ア
ノ
曲
な
ど
と
は

一
昧
遥
っ
た
味
わ
い
に
触

れ
て
み
て
は
い
か
が
？

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

《ミ
サ
曲
第
6
番》

71 70 
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二人のマリア
～ベタニアのマリアとマグダラのマリア～

聖書には聖母マリアのほかにさまざま

なマリアが登場する。そのなかで絵画

の対象となっているのは、ベタニアのマ

リアとマグダラのマリアである。

侵 ィエスがマリアの家を訪れたとき、マ

リアはイエスの言葉に深く聴き入り、そ

してイエスの足に高価な香油をそそぎ、

それを自身の巌の毛で拭った。

聖
古
の
「
福
音
昔
」
で
は
、
涎
生
後
の
イ
エ
ス
が
ど
の
よ
う
に

成
長
し
て
い

っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
記
述
は
少
な
い
。「
ル
カ
福

音
害
」
に
は
5
歳
か
ら
1
2
歳
ま
で
の
イ
エ
ス
の
成
長
が
氾
さ
れ
、

知
性
あ
ふ
れ
る
聡
明
な
少
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
イ
エ
ス
が
成
長
の
過
程
で
ど
の
よ
う
に
し
て
宗
教
に

n

ヅ
互
め
、
人
々
の
救
済
の
思
想
を
育
ん
で
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は

詳
し
く
語
ら
れ
て
い
な
い
＂

／ベタニアのマリア
フェルメールの画ではベタニアのマ

リアがイエスの言葉に耳を傾けている

情最が描かれている。絵画ではマリアが

長い髪の毛でイエスの足を拭う情娯を

描いている構図も多い。

ょ ベタニアのマリアはJ.S.バッハ《マタ

イ受難曲》のなかに登場するが、このマ

リアを題材とした主な作品はない，

愈マグダラのマリア
ィエスに思いを寄せ、処刑、そしてそ

の後茎に寄り添い、イエスの復活を見届

けたのがこのマグダラのマリア。娼婦と

されるが、もっとも人間的な愛を表明し

た女性。

ヽ

心”、)
 

、ヽしら”lf
、、

5

、f’

画：コハネス・ノェルメ ル(1632-
75{!:)『-()レタとぐ）アの家のキリ
スト！

／長い髪の毛が特徴で、しばしば骸骨がと

もに描かれる。マグダラのマリアを描い

た絵画は多い。

エル・グレコ「マグダラのマリア」は長い髪の毛をたらし、左に閥牒が描か

れている。

画:.Lル・グレ-l(1541 -1614年）
I悔悛するマグダプのマリア！

よアントニオ・ベルターリ 「オラトリオ《ラ・マッダレーナ》」や、ルイージ・ロ

ッシ《マグダラのマリアの嘆き》、山田耕符「舞踊交評曲《マグダラのマリア》」

などの作品がある。

絵
画
と
音
楽
で
た
ど
る
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト

作
曲
家
が
宗
教
音
楽
を
作
曲
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
画
家
が
宗
教
絵
画
を
描
い
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
触
発
さ
れ
て
生
み
出
さ
れ
た
絵
画
と
音
楽
を
通
し

て
、
誕
生
か
ら
復
活
ま
で
の
場
面
を
た
ど
っ
て
い
く
。

マ
リ
ア
の
婚
礼

愈
ィ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
（
以
下
、
イ
エ
ス
）
の
牛
涯
は
、
マ
リ
ア

と
ヨ
セ
フ
の
婚
礼
に
始
ま
る
。
マ
リ
ア
は
14
歳
の
時
に
、

「杖
の

先
に
化
が
咲
い
た
独
身
者
を
夫
と
せ
よ
」
と
い
う
天
使
の
お
告

げ
を
受
け
、
大
工
の
ヨ
セ
フ
が
選
ば
れ
た
。

／
中
央
に
立
つ
の
が
司
祭
長
で
、
婚
約
の
指
輪
を
は
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
ラ
フ
ァ
エ

ロ
の
こ
の
絵
圃
は
透
明
で
均
整
の
取
れ
た

色
調
、
す
が
す
が
し
い
ま
で
の
気
品
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
絵
画

で
は
ヨ
セ
フ
は
若
い
男
性
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
イ
エ
ス
の
涎
牛

で
は
老
人
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

ヽ5
マ
リ
ア
の
生
涯
を
扱
っ
た
作
品
で
は
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト

《
マ
リ
ア

の
牛
涯
》
や
プ
ラ
ー
ム
ス
0

マ
リ
ア
の
歌
》
(Op22)
が
あ
る
。
フ

ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
の
ピ
ア
ノ
鼎
6

巡
礼
の
年
第
2
年
イ
タ
リ
ア
》
弟

1
曲

〈婚
礼
〉
は
、
こ
の
絵
画
に
霊
感
を
得
て
作
鼎
さ
れ
て
い
る
。

受
胎
告
知

愈

羹

女
マ
リ
ア
の
も
と
に
大
．
大
使
ガ

フ
リ
エ
ル
が
舞
い
降
り
、
杓
霊
に
よ
っ

て
受
胎
し
た
こ
と
を
告
げ
る
。

／

上

の

絵

は

フ

ラ

・

ア

ン
ジ
ェ

リ
コ
の

「受
胎
告
知
j

で
マ
リ
ア
に
血
か
っ
て
大

犬
使
ガ
プ
リ
エ
ル
の
光
線
が
降
り
汁
い

で
い
る
。
多
く
の
マ
リ
ア
像
で
は
梵
き

の
あ
ま
り
、
身
を
行
け
て
描
か
れ
る
。

ヽ5
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ

「
ミ
サ
曲
集
第
1

巻＇

〈人
天
使
ガ
プ
リ
エ
ル
〉、
ヒ
ン
デ
ミ

ッ
ト
0

マ
リ
ア
の
牛
涯
》
第
2
訓
〈
マ
リ
ア

の
受
胎
佑
知
の

H
〉。

フ
ラ
ン
ス
近
代
の

作
仙
家
ミ
ヨ
ー
の
ク
ロ
ー
デ
ル
の
削
の

た
め
の
音
楽
U

マ
リ
ア
ヘ
の
受
胎
竹
知
》

（作
品
l
l
7
)
な
ど
の
作
品
や
、

《
ア
ヴ

ェ
・
マ
リ
ア
）
は
こ
の
楊
血
を
扱
っ
て
い

る
。
J
.
S
・
バ
ッ
ハ
「
カ
ン
タ
ー
タ
第

1
4
7番

《心
と
口
と
行
い
と
生
活
で
》L

B
W
>
1
4
7
は
イ
エ
ス
を
身
能
っ
た
マ

リ
ア
の
喜
び
が
語
ら
れ
る
。
「
マ
ニ
フ
ィ

カ
ト
」
も
マ
リ
ア
奸
歌
で
、
モ
ン
テ
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
や
J
.
S
・
パ
ッ
ハ
な
ど
多
く
の

作
曲
家
が
作
鼎
し
て
い
る
。

イ
エ
ス
の
誕
生

愈

ョ
セ
フ
と
マ
リ
ア
は
故
郷
ベ
ッ
レ
ヘ
ム
に
向
か
う
。
し
か
し
、

術
"lll
で
き
る
術
を
兄
つ
け
ら
れ
な
い
で
い
た
と
き
、
マ
リ
ア
は
月

が
満
ち
て
、
や
む
な
く
家
畜
小
屈
で
出
廂
し
、
イ
エ
ス
を
飼
い
策

お
け
に
私
か
せ
る
。
こ
の
イ
エ
ス
の
生
品
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝

n
°

／
イ
エ
ス
の
涎
牛
を
描
い
た
絵
圃
で
は
、
↑
や
馬
、

ど
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

4

J

.

S

・パ

ッ
ハ
ア
ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ラ
ト
リ
オ
》
節
1
部
の
ほ

か
、
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト

《
マ
リ
ア
の
牛
旅
〉
第

7ilu
〈イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
涎
牛
〉、
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
作
曲
家
プ
ー
ラ
ン
ク
の

令
ク
リ
ス
マ

ス
の
た
め
の
4
つ
の
モ
テ
ッ
ト
〉
弟
4
仙

〈今
11ぞ
キ
リ
ス
ト
は
生

ま
れ
ぬ
〉、
さ
ら
に
メ
シ
ア
ン
の
オ
ル
ガ
ン
作
品
《じ
の
降
涎
ご
弟
1

仙

〈珈
点
げ
と
み
ど
り
児
〉
が
あ
る
。
シ
ョ
パ
ン

「
ス
ケ
ル
ツ
ォ
第
1

番
」の
中
間
部
分
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
リ
ス
マ
ス

・
キ
ャ
ロ
ル

《眼

れ
、
幼
子
イ
エ
ス
》
が
引
川
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
数
多
く
の
ク

リ
ス
マ
ス

・
キ
ャ
ロ
ル
も
こ
れ
ら
イ
エ
ス
の
誕
生
の
祝
歌
で
あ
る
。

画：ラファエロ・サンティ (1483-1520分）
『聖母の婚礼l

（
降
誕
〕

ロ
バ
、
羊
な

画：ヘラルト・ファン ・ホントホルスト (1597-1656年）
『キリス ト降湛図』

文
11

西
原
稔

T
e
x
t
 11 M
i
n
o
r
u
 N
i
s
h
ih
a
r
a
 

． 

愈場 面 説 明

／絵画の解説

ょ場面に触発された
音楽の紹介

73 
72 
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キリストヘの賛美を扱った曲

「メサイア」

“メサイア,,は救世主のことで、ヘンデルの《メサイア》は全能の神を

讃える音楽としてもっとも有名である。全3部からなる作品の第2部

を締めくくるのが〈ハレルヤ〉で、「ヨハネ黙示録」をテキストとした

この作品では「王の中の王」を高らかに讃える。

「テ・デウム」

「テ・デウム」も主への賛美とキリストヘの閃美が歌われる。ミサ曲

と類似したテキストで、「サンクトゥス」のように償ばるかな〉の語

が3回繰り返され、最後の詩節は「アニュス・デイ」のように〈わたし

たちを憐れんでください〉と、救済と神への賛美が歌われる。ヘンデ

ルやブルックナーの作品は有名である。

画： ジョット・ アィ ・ボンドネ (126/? 133/年） Iユダのよ
切り I の場血 （スクUヴTーニ~LIi 学のノレスコ画）

山
上
の
垂
訓

愈

ィ
エ
ス
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
令
域
を
ま
わ
っ
て
教
え
を

説
い
な
そ
の
イ
エ
ス
の
も
と
に
、
漁
師
の
ペ
テ
ロ

や
そ
の
弟
ア
ン
デ
レ
、
ゼ
ペ
タ
イ
の
ヤ
コ
プ
と
そ
の

弟
の
ヨ
ハ
ネ
が
イ
エ
ス
に
付
き
従
い
、
病
気
で
苦
し

む
人
々
も
集
ま
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
イ
エ
ス
は
山
に

登
り
人
々
に
教
え
を
乖
れ
た
。

／
プ
ロ
ッ
ホ
の
絵
削
で
は
イ
エ
ス
が
教
え
を
乖
れ

て
い
る
場
血
が
描
か
れ
て
い
る
。

h
「
山
卜
の
亜
澗
」
の
8
つ
の
教
え
の
な
か
の
．． 

つ
ll

の
教
え
、
「
悲
し
ん
で
い
る
人
は
幸
い
で
あ
る
。
彼

ら
は
慰
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
は
、
プ
ラ
ー
ム
ス
の

《
ド
イ
ツ
・
レ
ク
イ
エ
ム
〉
に
川
い
ら
れ
、
こ
の
作
品

の
最
も
頂
要
な
詩
句
と
な
っ
て
い
る
。

ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
祈
り

愈

ク
ゲ
ッ
セ
マ
ぎ
は
オ
リ
ー
プ
の
木
々
の
あ
る
「
111

館
の
園
」
の
地
名
を
指
し
、
イ
エ
ス
は
こ
こ
で
祈
り

を
さ
さ
げ
る
。
イ
エ
ス
は
弟
子
を
伴
っ
て
こ
の
山
で

祈
り
を
さ
さ
げ
る
が
、
弟
子
は
私
人
っ
て
し
ま
う
。

／
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
両
の

「ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
祈
り
9

で

は
右
の
奥
に
イ
エ
ス
を
逮
捕
せ
ん
と
ユ
ダ
ヤ
の
民

が
押
し
寄
廿
て
い
る
が
、
イ
エ
ス
は
天
に
向
か
っ
て

祈
っ
て
い
る
。
深
い
や
11
悩
と
身
の
危
険
に
あ
っ
た
イ

エ
ス
の
こ
の
楊
而
は
型
古
の
中
で
も
き
わ
め
て
重

、。
．＞ 

．》

テン
，
h
5
J
.
S
・パ

ッ
ハ
〈
マ
タ
イ
受
難
仙
》
で
は
こ
の

り

F

、一
Y．

祈

ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
祈
り
の
場
面
が

―
つ
の
見
せ
場
で
あ

4

1

 

ネ

る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

「オ
ラ
ト
リ
オ
〈
オ
リ
ー
プ

9
]
げ

のマ
ドJI

ヤ

ILttの
キ
リ
ス
ト
ーし

（作
品
85
)
は
こ
の
梢
屈
を
劇

ン同

r
的
に
表
現
し
て
い
る
。

‘‘
,'
 

什・ー

，
 

8
 

ー21 
8
 

．
 

、.,̀

：
ー
リ一ゼチォ

担
一
日
竺
／
チ
ゼ
ー
リ
の
絵
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
群
衆
に
イ
エ
ス

r
 

卜

t‘ 人

を
小
す
ピ
ラ
ト
が
描
か
れ
て
い
る
。

ンァ
の

直
た

ピ
ラ
ト
の
裁
き

念
ィ
エ
ス
は
ロ
ー
マ
総
粁
ピ
ラ
ト
の
も
と
で
の
拭

判
に
か
け
ら
れ
る
。
ピ
ラ
ト
は
イ
エ
ス
の
無
罪
を

認
め
、
そ
の
及
を
追
わ
し
て
「
イ
エ
ス
に
は
か
か
わ

る
な
」
と
―
・
ロ
わ
せ
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
の
民
の
媒
動
を
恐

れ
て
イ
エ
ス
の
処
刑
を
行
っ
た
。

4
受
難
曲
で
は
か
な
ら
ず
ピ
ラ
ト
の
拭
き
の
場
面

が
描
か
れ
る
。
ま
た
、
ミ
サ
間
の
，
ク
レ
ド
」
に
〈ポ

ン
テ
オ
・
ピ
ラ
ト
の
も
と
に
て
わ
れ
ら
の
た
め
に

ト
字
架
を
つ
け
ら
れ
て
〉
と
詩
句
が
あ
る
。

／

こ

れ

は

ダ

・

ヴ

ィ
ン
チ
の
も
っ
と
も
有
名
な
フ
レ
ス
コ
画
で
、

イ
エ
ス
の
言
燥
に
弟
子
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
当
惑
し
、
騒
然
と
し
た

桁
蚊
が
3
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

晩
餐
の
テ
ー
プ
ル
の

t
の
料
埋
も
注
tiさ
れ
て
お
り
、
魚
料
珊
や

オ
レ
ン
ジ
が
テ
ー
プ
ル
に
の
っ
て
い
る
。
見
廿
な
辿
近
怯
で
描
か

れ
て
お
り
、
花
面
の
窓
と
右
側
の
柱
が
奥
行
き
を
表
現
す
る
の
に

直
献
し
て
い
る
。

~~ 
jilij: ミケランジ.Ln • メリ ジ・ダ・カフツァッジl

(1571-1610ftl I叩ベテロの否認』

h
こ
の
ぃ
取
後
の
晩
餐

が
、
ミ
サ
に
お
け
る

「
平
体
拝
領
」
の
儀
式

に
収
り
人
れ
ら
れ
て

い
る
。

ミ
サ

lIh
の

「
オ
ッ
フ
ェ

ル
ト
リ

ウ
ム
」
は
型
笠
式
で

の
パ
ン
と
ぷ
ど
う
酒

（ワ
イ
ン
）
の
礼
備
の

間
に
歌
わ
れ
、
そ
の

後
会
衆
は
パ
ン
と
ぶ

ど
う
洒
を
拝
煩
し
、

こ
の
位
後
の
晩
餐
を

再
現
。
イ
エ
ス
の
苫

し
み
を
と
も
に
す

る
。「り

坂
後
の
晩
餐
」
は

受
難
曲
の
一
場
面
と

し
て
登
場
す
る
が
、

こ
の
出
求
巾

n体
を

題
材
と
し
た
t
1
1
楽
作

品
は
ま
れ
で
あ
る
。

ペ
テ
ロ
の
否
認

愈
＂
駆
後
の
晩
校

の
折
、
イ
エ
ス
は
ベ
テ
ロ
に

血
か

っ
て
「
珀
が
叫
く
ま
で
に

n分
を
知
ら

な
い
と
3
皿
．
口
う
」
と
f
-「1り
す
る
。
右
端
が
ペ

テ
ロ
で
、
兵
ん
中
の
女
性
に

「
こ
れ
が
イ
エ
ス

と
一
緒
に
い
た
」
と
佐
発
さ
れ
る
。
ペ
テ
ロ
は

「イ
エ
ス
は
知
ら
な
い
」
と
否
走
す
る
。

／
、
こ
の
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
絵
圃
は
佐
発
す

る
女
性
と
、

嘘
を
屈
せ
な
い
当
惑
し
た
ペ
テ

ロ
の
表
情
を
見
小
に
と
ら
え
て
い
る
。

h
J
.
s
．バ

ッ
ハ
〈
マ
タ
イ
受
難
仙
》
は
，
受

難
の
コ
ラ
ー
ル
」
に
よ
っ
て
ベ

テ
ロ
の
否
認
と

失
望
を
表
現
し
て
い
る
。
ペ
テ
ロ
を
描
い
た
絵

両
で
は
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

（象
徴
と
な
る
小

物
）
と
し
て
し
ば
し
ば
氾
が
描
か
れ
る
。

ユ
ダ
の
裏
切
り

愈

ュ

ダ

は

銀

貨

30枚
で
イ
エ
ス
を
應
11
す
る
。
ユ
ダ
ヤ
の
長
老
た
ち
は

イ
エ
ス
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
の
か
を
知
ら
な
い
。
そ
こ
で
ユ
ダ

は
「
n分
が
接
吻
し
た
の
が
イ
エ

ス
で
あ
る
」
と
述
べ
、
イ
エ
ス
に
桜
吻

を
し
、
イ
エ
ス
は
捉
え
ら
れ
る
。

／
初
期
ル
ネ
ン
サ
ン
ス
の
代
表
的
な
両
家
ジ
ョ
ッ
ト
の

t
の
フ
レ
ス
コ

訓
で
は
中
央
で
ユ
ダ
が
イ
エ
ス
に
接
吻
を
し
て
い
る
。
光
行
が
描
か
れ

て
い
る
の
が
イ
エ
ス
で
、
騒
然
と
し
た
群
衆
の
緊
辿
し
た
梢
蚊
が
描
か

れ
る
。
こ
の
接
吻
の
題
材
は
宗
教
立
11
楽
を
超
え
て
Jll
い
ら
れ
て
い
る
。

h
5

受
雅
仙
で
こ
の

「
ユ
ダ
の
良
切
り
」
は
屯
要
な
場
血
と
な
っ
て
お
り
、

ど
の
よ
う
に
5
11
交
で
表
現
す
る
の
か
は

―つ
の
諜
題
で
あ
る
。
J
.

S
・パ

ッ
ハ
〈
マ
タ
イ
受
難
仙
〉
で
は
こ
の
ユ
ダ
の
公
切
り
を
不
協
利

打
を
巧
み
に
JIJ
い
て
よ
現
し
、
テ
キ
ス
ト
を
作
叫
し
た
ピ
カ
ン
ダ
ー
は

ユ
ダ
を
丘
比
ク
と
い
う
晶
で
表
し
て
い
る
。

I!'. 

r
 

國

＝ャ (1431-1506勾） 画：カ ル・ハインリッヒ・ゾロッホ(183490年）
『山上のif1日II』

可．

一 一冨広

町!
 

界II

,.,,.,.. . "='-
幽：レAナルド・ダ・ウィンチ (1452-1519年）
-~ 後の晩it-JJ

最
後
の
晩
餐

愈

イ
エ
ス
は
自
分
を
災
切
る
も
の
が

一
人
い
る
こ
と
を
語
る
。
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画：ジョット ・アィ ・ぶンドーネ (1267?-1337年）
『十字架の遊行，！の場血 （スクロヴェ一＿礼拝堂のフレスコ画）

-

十
字
架
を
担
つ
イ
エ
ス

愈

「
十
字
架
の
道
行
」

の
場
面
は
、
イ
エ
ス
が
ユ

ダ
の
衷
切
り
に
よ
っ
て
捕
膊
さ
れ
、

受
難
を
受

け
、
そ
し
て
復
活
す
る
ま
で
の
物
語
で
あ
る
。

右
の
フ
レ
ス
コ
画
は
イ
エ
ス
が
十
字
架
を
担

っ
て
ゴ
ル
ゴ
タ
の
斤
へ
を
向
か
う
さ
ま
を
描
い

／
 て

い
る
。
こ
の
と
き
イ
エ
ス
は
力
尽
き
十
字
架

を
担
え
な
く
な
り
、
そ
こ
に
い
た
ク
レ
ネ
人
の

シ
モ
ン
が
彼
を
助
け
て
担
う

U

ヽ5
「
十
字
架
の
追
行
」
の
場
而
を
フ
ラ
ン
ツ
・
リ

ス
ト
が
全十
字
架
へ
の
道
ご
で
描
い
て
い
る
。
作

品
は

〈
主
の
御
旗

（
序
奏
）
〉
に
始
ま
り
、
〈
第
1

留
イ
エ
ス
死
刑
の
宜
告
を
受
け
た
ま
う
〉
か

ら
、
〈
第
14
留
イ
エ
ス
御
菓
に
坪
弗
さ
れ
た
も

う
〉
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
「
留
(
S
日
口
o
n)」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
心
に
留
め
て
祈
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
〈
第
5
留
〉
で
ク
レ

ネ
の
シ
モ
ン
が
登
楊
す
る
。

画：ピーテル・パウル・ルーベンス(1577 1640 
什） 「聖母被打天」

イ
エ
ス
の
復
活

愈

併

後
イ
エ
ス
は
復
話
し
、
多
く
の
必

f

の
前
に
現
れ
た
。

／
グ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
描
い
た
絵
訓
は
、
イ

エ
ス
の
復
枯
に
恢
疑
的
な
半
ト
マ
ス
を
題

材
に
し
て
い
る
。
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
多
く

の
圃
家
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
カ
ラ

ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
絵
も

11名
で
あ
る
。
イ
エ
ス

の
復
括
を
祝
う
の
が

「復
括
祭
」
で
あ
る
。

5ヽ

J

.
s
．
パ
ッ
ハ
「
カ
ン
タ
ー
タ
第
31
番

《・
大
は
笑
い
、
地
は
歓
喜
す
〉」

は
イ
エ
ス
の

復
話
を
校
笑
す
る
音
楽
。
同
じ
く
バ

ッ
ハ

の
念復
括
祭
オ
ラ
ト
リ
オ
〉
も
代
表
的
な
作

品
。
さ
ら
に
、
ヘ
ン
デ
ル

《
メ
サ
イ
ア
》
の

〈
ハ
レ
ル
ヤ
〉
も
こ
の
場
面
を
う
た
っ
て
い

る。

マ
リ
ア
の
被
昇
天

愈

無

原

罪

の
神
の
屈
マ
リ
ア
は
、
そ
の
生
涯
を
切
じ
る
と
天
凶
へ
と
引

き
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
を

「被
昇
．
大
」
と
い
う
。

／
ク
多
く
の
絵
の
題
材
に
川
い
ら
れ
、
天
へ

と
昇
る
叩
犀
マ
リ
ア
が
き
わ
め
て
削
的
な

竿
致
で
描
か
れ
て
い
る
。
ル
ー
ベ
ン
ス
の

「型
母
被
昇
大
」
で
は
中
央
の
行
い
服
を
ま

と
っ
て
い
る
の
が
聖
は
マ
リ
ア
で
あ
る
。

h
1
6枇
紀
末
か
ら
17
批
紀
前
期
に
活
躍
し

た
マ
ル
コ

・
ダ
・
ガ
リ
ア
ー
ノ
の

盆
聖
け
マ

リ
ア
の
被
昇
天
の
ミ
サ
｝
や
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
ィ
含
密
万
被
昇
天
の
た
め
の
晩
祷
》
な
ど

の
作
品
が
作
曲
さ
れ
た
c

両：レンプラント・ファン ・レイン (1606-1669年）
虚 トマスの懐疑』 ． 

月 "
5
 画 ：マティアス ・グリューネヴバレト (1470?-1528分）

『イーゼンハイムの祭壇画，！

画： ミケランジ.Ln.メリージ ・ダ・カフヴァッジコ
(1571-1610',t-) I・キリ人卜の埋井.l

愈

幽：ピーテル ・パウル ・ルーベンス (1577・
1640年） rキリスト院架I

イ
エ
ス
は
処
刑
さ
れ
て
“
心
に
非
ら
れ
る
。

イ
エ
ス
の
処
刑

グ
リ
ュ

ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
有
名
な
祭
坦
両
は
イ
エ

ス
の
処
刑
を
描
い
て

い
る
。
こ
の
絵
両
か
ら
辿
っ
て
く
る
の
は
、
茄
々
し
さ
と
苦
し
さ
で
あ
る
。

／
 こ

れ
ほ
ど
ま
で
の
イ
エ
ス
を
熊
残
に
描
い
た
両
家
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
イ

エ
ス
の
左
の
足
冗
に
は
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
が
身
を
捩
る
よ
う
に
悲
し
み

を
表
現
し
て
い
る
。
左
側
に
は
殉
教
者
で
取
者
に
列
せ
ら
れ
た
叩
セ
バ
ス
テ

ィ
ア
ヌ
ス
が
、
右
側
に
は
咆
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
が
描
か
れ
て
い
る
。

ヽ5
ィ
エ
ス
の
処
刑
は
受
難
鼎
の
中
心
を
な
す
。
こ
の
場
面
を

J
.
S
・パ

ッ
ハ
は
「カ
ン
タ
ー
タ
第
4
番
今
イ
エ
ス
は
死
の
と
り
こ
と
な
れ
り
》」
、
や
サ

リ
エ
リ
が
「
オ
ラ
ト
リ
オ

合
わ
れ
ら
が
主
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の
受
難
》」
で

表
現
し
て
い
る
。

息
十
イ
エ
ス
を
失
っ
た
叩
拇
マ
リ
ア
の
悲
し
み
を
表
現
し
た
の
が
、
《
ス

タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル
》
で
あ
る
。〈
悲
し
み
の
舟
は
立
っ
て
い
た
、
十
字
架

の
傍
ら
に
、
涙
を
し
つ
つ
〉
と
始
ま
る
丹
マ
リ
ア
の
悲
し
み
の
t
11
楽
で
、
ペ

ル
ゴ
レ
ー
ジ
や
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
な
ど
、
近
代
に
い

た
る
ま
で
数
々
の
名
作
が
作
鼎
さ
れ
て
い
る
。

イ
エ
ス
の
降
架

の

↓

ナ
架
に
か
け
ら
れ
、
息
絶
え
た
イ
エ
ス
は
|
字
架
か
ら
降
ろ

さ
れ
る
。

／
，

こ
の
場
面
を
き
わ
め
て
動
的
な
辿
力
に
満
ち
て
描
い
た
の
が
ル

ー
ベ
ン
ス
の
描
い
た

「キ
リ
ス
ト
降
架
」
で
あ
る
。
ル
ー
ベ

ン
ス
は

こ
の
絵
と
対
の

「キ
リ
ス
ト
昇
架
」
も
描
い
て
お
り
、
作
品
は
対
を

成
し
て
い
る
。

十
字
架
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
イ
エ
ス
に
真
っ
先
に
駆

け
窃
っ
た
左
の
中
日
い
服
の
女
竹
は
聖
昆
マ
リ
ア
で
、
そ
の
右
ド
で

イ
エ
ス
の
足
に
手
を
仲
ば
し
て
い
る
れ
い
金
炭
の
女
性
は
マ
グ
ダ

ラ
の
マ
リ
ア
。
JOI.10

栂
マ
リ
ア
の
上
の
髭
を
苓
え
た
老
人
は
、
イ
エ
ス

を
狸
非
し
た
必
チ
の
ア
リ
マ
タ
ヤ
の
ヨ
セ
フ
で
あ
る
。

h

J

.
S
・
パ
ッ
ハ
の
受
難
の
カ
ン
タ
ー
タ
｛
泣
き
、
歎
き
、
袋
い
、

慄
き
〉
B
W
>
1
2
は
受
難
と
神
の
国
に
人
る
決
瓜
が
表
現
さ
れ

て
い
る
。

イ
エ
ス
の
埋
葬

／
ィ
エ
ス
の
埋
葬
は
多
く
の
訓
家
の
題
材
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
絵
両
は
、
絶
望
と
梵
き
が
動
的
に
描
か
れ
、

み
な
豆
菜
を
失
っ
て
い
る
。
止
面
の
計
い
頭
巾
を
か
ぶ

っ
た
女

性
が
型
は
マ
リ
ア
で
あ
る
。
右
側
で
両
手
を
掲
げ
て
絶
望
を
全

身
で
表
現
し
て
い
る
若
い
女
性
は
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
で
あ
る
。

ヽ5
「イ
エ
ス
の
埋
作
」
は
受
難
曲
で
の
政
要
な
場
面
。
J
.
S
・パ

ッ
ハ
「
教
会
カ
ン
タ
ー
タ

｛神
の
時
こ
そ
い
と
良
い
と
き
》」

は
非

儀
の
カ
ン
タ
ー
タ
で
、
〈私
た
ち
は
も
っ
と
も
良
き
時
に
神
の
中

で
死
ぬ
、
神
が
望
ま
れ
る
時
に
〉
と
歌
い
、
父
と
子
と
梢
霊
へ
の

抒
美
で
締
め
く
く
る
。

77 76 
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モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、

の
3
人
の
作
鼎
家
が
古
い
た
レ
ク
イ
エ
ム
は
、

「．―-大
レ
ク
イ
エ
ム
」
と
呼
ば
れ
、
い
ず
れ
も
名

鼎
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
は
人
完
成
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
は
「
宗
教

rthと
い
う
よ
り
は
オ
ペ
ラ
の
よ
う
だ
」
と
百
わ

れ
、
フ
ォ
ー
レ
は

「死
に
対
す
る
恐
れ
が
感
じ

モ
—
ツ
ァ
ル
ト

《レ
ク
イ
エ
ム
》

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
最
後
の
作
品
で
あ
る
。
死
の

床
で
最
期
ま
で
球
を
走
ら
せ
た
が
、
結
局
は
途

中
で
息
絶
え
て
し
ま
っ
た
光
屎
は
、
映
画

「ア

マ
デ
ウ
ス
」
で
も
描
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
曲
を
「
悲
し
み
」
や
「
別
れ
」
な

ど
佑
紹
的
に
鑑
打
し
て
は
い
け
な
い
。
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
は
具
体
的
に
亡
く
な
っ
た
人
の
た
め
に
こ
の

曲
を
作
曲
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
報

酬
目
当
て
の
什
事
と
し
て
書
い
た
の
だ
。
な
の
で

．度
、
惜
緒
を
排
し
て
、
そ
の
構
造
や
手
法
に
注

目
し
て
鑑
貨
し
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

仄
暗
い
木
管
楽
器
が
吹
く
茄
炉
体
が
重
な
り
合

っ
て
、
合
明
の〈
レ
ク
イ
エ
ム
〉
と
い
ヽ
2
歌
詞
に

つ
な
が
っ
て
い
く
浪
111は
実
に
見
事
で
、
冒
頭

か
ら
惹
き
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
続
く
「キ
リ

工
」
の
立
体
的
な
二
重
フ
ー
ガ
の
緊
張
感
か

ら、

息
つ
く
暇
も
な
く
「
デ
ィ
エ
ス
・
イ
レ
」に

フ
ォ
ー
レ

-
＿
大
レ
ク
イ
エ
ム
を
聴
く

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
《レ
ク
イ
エ
ム
》、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
《レ
ク
イ
エ
ム
》、
フ
ォ
ー
レ
《レ
ク
イ
エ
ム
》

文
1
1
9

白
曳

封

「三
大
レ
ク
イ
エ
ム」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る

3
作
の
レ
ク
イ
エ
ム
の
曲
中
に
は
映
画
や
C
M
で
も
度
々
登
場
す
る
印
象
的
な
旋
律
が
登
場
す
る
。
こ

T
e
x
t
 "
 S
h
ig
e
k
i
 S
a
e
k
―

こ

で
は
、
《
レ
ク
イ
エ
ム
》
の
ジ
ャ
ン
ル
を
代
表
す
る

3
作
の
レ
ク
イ
エ
ム
の
聴
き
ど
こ
ろ
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
ご
紹
介
！

フ
ォ
ー
レ

フ
ラ
ン
ス
近
代
の
作
仙
家
フ
ォ
ー
レ

(1
8

4
5ー

1
9
2
4
)
の
《
レ
ク
イ
エ
ム
｝。

レ
ク
イ
エ
ム
な
の
に
、
死
の
賠
さ
や
苦
し
み

の
よ
う
な
も
の
は
全
く
感
じ
さ
せ
ず
、
ま
る
で

天
同
に
い
る
よ
、2
伍
妾
伽
感
を
味
わ
わ
せ
て
く

れ
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
レ
ク
イ
エ
ム
に

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

「
デ
ィ
エ
ス

・
イ

レ
，
な
ど
の
「
最
後
の
審
判
」
の
場
而
が
省
略
さ

れ
て
お
り
、
逆
に
、
一
般
に
レ
ク
イ
エ
ム
に
は

含
ま
な

い
「
イ
ン
・
パ
ラ
デ
ィ
ス
ム

（楽
園

に
）」

と
い
う、

死
者
が
楽
園
に
羽
か
れ
る
こ
と

を
祈
る
歌
で
仙
を
終
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
も

は
や
教
会
の
儀
式
で
も
何
で
も
な
く
、
フ
ォ
ー

レ
と

い
、
？
人
の~
心
の
小
の
想
い
:
が
描
か
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
冠
調
Op48

ら
れ
な
い
」
と
批
判
さ
れ
て
お
り
、
ど
れ
も
お

世
辞
に
も
レ
ク
イ
エ
ム
の
土
道
と
は

．．
 

口
い
難

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
3
鼎

の
人
気
が
高
い
の
は
、
歌
詞
が
圃
じ
で
似
た
よ

う
な
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が
ち
な
「
レ
ク
イ
エ

ム
」
の
中
で
、
強
烈
な
個
性
を
放
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。

数
多
く
の
イ
タ
リ
ア

・
オ
ペ
ラ
の
名
作
を
生

み
出
し
た
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

(
1
8
1
3

ー

1
9
0

l
)
の
L
レ
ク
イ
エ
ム
〉。

こ
の
曲
の
，
デ
ィ
エ

ス
・
イ
レ
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
映
圃
や
テ
レ
ビ

C
M
の
B
G
Mと
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
箇
所
に
限
定
す
れ
ば
、
誰
も
が
知
っ
て
い

る
什
名
作
品
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、

l
時
間
平
近
く
か
か
る
令
曲
を
聴

い
た
こ
と
の
あ
る
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
は

ず。

オ
ペ
ラ
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
な
く
、

歌
祠
が
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
退

屈
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
は
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
や
レ
ク
イ
エ
ム
》
と
い
う

鼎
は
、
外
銭
こ
そ
宋
教
依
式
で
あ
る
「
死
者
の

た
め
の
ミ
サ
曲
」
の
体
裁
を
採
っ
て
い
る
も
の

《レ
ク
イ
エ
ム
》

三
大
レ
ク
イ
エ
ム
の
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
？

K
6
2
6
 

突
入
し
連
続
パ
ン
チ
を
浴
ぴ
せ
ら
れ
る
。
す
っ

か
り
打
ち
の
め
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
最
後
の
審

判
の
ラ
ッ
パ
が
大
か
ら
聴
こ
え
て
く
る
：…

•
•

（紙
面
に
限
り
が
あ
る
の
で
あ
と
は
実
際
に
聴

い
て
い
た
だ
き
た
い
）。

こ
こ
ま
で
仙
は
ず
っ
と
短
調
。
こ
れ
だ
け
短

謂
が
続
く
の
は
異
例
で
あ
る
。
長
調
の
無
邪
気

な
明
る
さ
が
梢
え
失
せ
、
聴
き
手
の
心
を
絶
望

感
と
寂
突
感
で
満
た
し
て
し
ま
う
。
弦
楽
器
が

弾
く
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ズ
ム
は
不
中
哉
，

を
煽
り
、

明
る
さ
成
分
を
削
ぎ
落
と
し
た
パ
セ

ッ
ト
・

ホ
ル
ン
と
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
秤
き
が
樅
か

な
希
望
の
余
ル
を
奪
う
。

し
か
し
、
決
し
て
悲
し
く
は
な
い
。
こ
の
死

は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。

む
し
ろ
元
気
が
も
ら
え
る
。
こ
の
辺
り
が
人
気

の
秘
密
な
の
だ
ろ
う
c

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
《レ
ク
イ
エ
ム
》

の
、
実
質
的
に
は

「大
符
弦
染
と
合
州
に
よ
る

劇
的
な
オ
ペ
ラ
」
だと．
．「3
つ
て
も
過
'rJ
で
は
な

い
。
山ャ実、

初
演
の
と
き
も
、
従
米
の
レ
ク
イ

エ
ム
を
期
待
し
た
聡
衆
に
は
不
評
で
、

「
こ
ん

な
の
は
宗
教
江
11
楽
で
は
な
い
」
と
許
さ
れ
た
。

ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
、
教
会
と
い
う
必
而
四

に
合
わ
せ
て
梱
111し
た
壮
大
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

と
し
て
鈴
伐
す
れ
ば
い
い
の
だ
。
厳
か
な
合

唱、

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
オ

ペ
ラ
テ
ィ

ッ
ク
な
独
州
陣
。
「
デ
ィ
エ
ス
・
イ

レ
」
で
の
大
地
を
揺
る
が
す
よ
、2
は
パ
ス

・
ド

ラ
ム
の
強
打
や
舞
台
の
外
か
ら
聴
こ
え
て
く
る

最
後
の
審
判
の
ラ
ッ
パ
も
、
こ
の
Jlhな
ら
で
は

の
聴
き
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
レ
の
当
初
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
は
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
編
成
は
小
さ
く
、

1
8
8
8年

に
行
わ
れ
た
初
演
で
は
符
楽
器
は
今
＂ま
れ
ず
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
す
ら
ソ
ロ
し
か
出
番
が
な
か

っ
た
。
品^
T
9、
初
演
を
行
っ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
寺

院
の
合
唱
団
が
女
人
禁
制
だ
っ
た
の
で
、
少
年

合
明
と
男
性
合
唱
で
歌
わ
れ
た
と
い
う
。

現
在
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
管
楽
器
を
含
む

将
通
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
成
に
な
お
さ
れ
た
楽

諸
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
フ
ォ
ー
レ
が
本
来
睾

ん
だ
郭
き
を
再
現
す
る
た
め
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
を
小
さ
い
編
成
に
し
た
り
少
年
合
唱
を
採
川

す
る
梱
奏
も
増
え
て
き
た
。
ヴ
ィ
プ
ラ
ー
ト
の

聴さどころPoint

第3曲「サンクトゥス」

ハープとヴィオラのアル

ペジオに乗って、 ソプラ
ノと男声が交互に神への
感謝を歌う。 そこに初め

てヴァイオリンが登場
し、天に昇るようなパッ
セージを弾く。フォーレ
自身、 「この曲でヴァイ

オリンが天使的な効果が
あることがわかるはず」
と友人のヴァイオリニス

トに手紙で語っている。

な
い
ピ
ュ
ア
な
歌
声
の
ボ
ー
イ
・
ソ
プ
ラ
ノ
を

独
唱
に
採
川
し
た
演
奏
も
少
な
く
な
い
。
ぜ
ひ

そ
う
し
た
演
奏
も
聴
い
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
こ
に
は
、
戦
／
ト
や
片
し
み
と
は
無
緑
な
、
ピ
ュ

ア
で
蒸
留
さ
れ
た
5
11
胆
界
が
あ
り
、
聴
き
手
の

、
少
羞
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

フ4ーレの白依幽

聴さどころPoint

第2曲「ディエス ・イレ」のバス・ドラム

冒頭のオーケストラの全奏による 卜短調の連打が再び繰り
返されたとき、バス・ドラムが全呉の拍に逆らって裏拍で
打ち込むところ。大地を切り裂くような強打が腹に磐く。
どのような叩き方をするのかにも注目！

聴きどころPoint

第4曲「トゥーバ・ミルム」のトロンボーン・ソロ

「神の楽器」と言われた トロンボーンが「叢後の審判」のラッ

パを吹き、バス独唱のオブリガー トを奏でる。冒頭の音型は

十字を切る形になっており、かつて聴き手はそこに神の姿を
兄たのであろう。

生地イタリアにあるレ -nンコーレ村の教会で、少年ヴ

Tルディはオルガンを弾いていた

ヴLルディの肖像画

今年8月8日に行われた下野迅也指揮アンサンブル ・ヴァガボンズの

公演では、ノオーレが本米守んだ形に近いとされる編成で油奏ざれた

Reco1n1ne1ided 
託 qltiein
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モーツァルト 《レクイエム》～テキストO)欠格の謎～

モーツァルトはシュトゥパハ伯爵からの依頼で死者のためのミサ曲

の《レクイエム》(K626)作曲に芯手するが、病状の悪化のために「ラク

リモサ」の第8小節までで絶コとなった。作品は契約済みであったため

に、全のコンスタンツェはヨーゼフ ・アイプラーに補生完成を委嘱す

る。彼はモーツァルトの作曲した部分までのオーケストレーションを行

ったものの、この補菜完成を断念。次に引き受けたフランツ ・クサーヴ

ァー ・ジュスマイヤーは、新たにオーケストレーシコンをし直すととも

に、未完成に終わった 「ラクリモサ」の9小節以降の部分を補作 ・完成

した。早い時期からこのジJ.スマイヤーの補竿完成に対しては疑問が

投げかけられ、新たに何種類もの補笠完成版が作られている。

リチャード ・モンダーはジュスマイヤー版のオーケストレーションの

改sJに加えて、「サンクトウ入」と 「ペネディクトウ人」を全面削除し、そ

の代わりに、その後発見されたスケッチをもとに 「セクウェンツィア」

を締めくくるフーガを加えた。また、ロビンス・ランドンは「セクウェン

ツィア」のオーケストレーションについては、アイブラーの補玉を採用

し、そのほかはジュスマイヤー版を諄至した版を編んだ。ロバート・レ

ヴィンは指揮者のヘルムート・リリンクの伝頼を受けて、アイブラー版

のほかにジュスマイヤー版も取リ入れているものの、モーツァルトがま

ったく手掛けなかった「サンクトゥス」以下の部分については独自の補

作を行った。そのほかにも新たな版が編まれており、モーツァルトの

《レクイエム》は＂永遠のトルソーといえる＂のではないだろうか 。

の

―
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
「
ド
ミ
ネ
・
イ
エ

ス
」
で
は
、
死
ん
だ
侶
徒
す
べ
て
の
魂
を
、
地

紘
の
潤
と
底
な
し
の
深
潤
か
ら
救
い
IJIし
て
く

だ
さ
い
と
祈
り
、
愈
ミ
カ
エ
ル
が
彼
ら
の
成
を
咽

な
る
光
に
羽
か
れ
ま
て
女
¢
マ
と
祈
額
す
る
。
型

ミ
カ
エ
ル
は
、
人
間
の
魂
を
天
秤
に
か
け
て
測

る
犬
使
で
、
絵
画
で
は
左
手
に
秤
を
持
っ
た
構

図
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
続
く
「オ
ス
テ

ィ
ア
ス
」
で
は
、
全
ょ
。
か
れ
り
を
死
か
ら
化
命
〈

と
移
し
給
ら
と
祈
願
す
る
。

「
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
」

ミ
サ
曲
に
お
け
る
の
と
圃
じ
テ
キ
ス
ト
で
3

同
谷
’ン
ク
ト
ゥ
ス
而
咽
な
る
か
な
-ご
を
咀
え
て
始

ま
る
。

三 ＼

《レクイエム》の流れ

入祭唱 (lntroitus)

キリエ (Kyrie)

昇階唱 (Graduale)

詠唱 (Tractus)

続唱 (Sequential

怒りの日 (Dieslrae) 

不思譲なラッパ (Tubamirum) 

恐るぺき大王よ (Rextremendae) 

思い給え (Recordare)

呪われた者ども (Confutati~)

涙の日 (Lacrimosa)

奉献唱 (Offertrium)

主イエス・キリスト (DomineJesu) 

賛美の生口と祈り(Hostias)

聖なるかな (Sanctus)

祝福されますように (Benedictus)

神羊誦 (AgnusDei) 

聖体拝領唱 (Communio)

赦祷文 (Responsorium)(Libera me) 

楽園に OnParadisum) 

（※固有文と通常文をあわせた表記となっています）

《レクイ.I.ム》とは「死名のためのミリ曲1で、l!Tt
常のミサの典礼とは巽なリ、レクイエムてはr凶
有文」の担う部分が多いミサ曲の定番のIクロ
ーリア1や「クレト」 は含よれず、今体の構成し
通常のミリ曲とは大宍く異なな（上凶な照）

同
じ
「
ミ
サ
曲
」
で
あ
り
な
が
ら
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
全
く
逢
う
レ
ク
イ
エ
ム
。
歌
詞
や

セ
ク
シ
ョ
ン
が
増
え
る
分
、
印
象
的
な
場
面
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
レ

ク
イ
エ
ム
の
流
れ
を
見
な
が
ら
歌
わ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
。

「
イ
ン
ト
ロ
イ
ト
ゥ
ス
」

レ
ク
イ
エ
ム
は
「
イ
ン
ト
ロ
イ
ト
ッ
ス

（人
祭

唱
）」
の
でじ
よ
｀
永
遠
の
女
ぃ
(レ
ク
ィ
ェ
ム
三
テ

ル
ナ
ム
て
を
彼
ら
に
Jfえ
。
紀
え
さ
る
尤
で
お
照
ら
し

く
だ
さ

g
と
始
ま
る
。
じ
ク
イ
エ
か
と
い
う

名
称
は
、
こ
の
人
祭
唱
の
冒
娘
の
詩
句
に
基
づ

い
て
い
る
。

「
キ
リ
エ
」

S
「
ト
ラ
ク
ト
ゥ
ス
」

「キ
リ
エ
」
が
歌
わ
れ
た
の
ち
、
「
固
有
文
」
の

「
グ
ラ
ド
ゥ
ア
ー
レ

（昇
階
唱
）」
と
「ト
ラ
ク
ト

ゥ
ス
（
詠
唱
）」
が
骰
か
れ
る
。「
グ
ラ
ド
ゥ
ア
ー

レ
ク
イ
エ
ム
で
歌
わ
れ
る
内
容

文
1
1
西
原
稔
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レ
，
は
祭
梢
の
階
段
に
山
米
す
る
と
さ
れ
、

「使

徒
湘
節
」
の
則
5

況
の
後
に
歌
わ
れ
る
。「
ト
ラ
ク

ト
ゥ
ス
」
は
盆死
せ
る
い
行
の
雌
を
あ
ら
ゆ
る
罪
の

結
び
よ
り
解
き
肌
ち
た
ま
え
ア
と
歌
う
が
、
「
グ
ラ

ド
ゥ
ア
ー
レ
」
と
と
も
に
レ
ク
イ
エ
ム
で
作
仙

さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

「
セ
ク
ウ
ェ
ン
ツ
ィ
ア
」

レ
ク
イ
エ
ム
で
も
っ
と
も
成
災
な
場
血
の

一

つ
が
、
「セ
ク
ウ
ェ
ン
ツ
ィ
ア
L

で
、
こ
こ
で
語

ら
れ
て
い
る
の
は
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
が
再
臨

す
る
と
き
に
、

す
べ
て
の
人
類
に
対
す
る
裁
き

が
行
わ
れ
る

「It
駆
後
の
都
判
L

で
あ
る
。「
セ
ク

ウ
ェ
ン
ツ
ィ
ア
」
は
次
に
示
す
よ
う
に
い
く
つ

か
の
部
分
か
ら
な
る
。

ま
ず
、

U
頑
の
コ
ア
ィ
エ
ス
・
イ
レ
（
怒
り
の

日）」

で罪
叩ら
れ
る
内
容
は
き
わ
め
て
激
し
く
、

合成
き
f
の
前
に
す
べ
て
の

rが
船
め
ら
れ
、
す
べ
て

が
叫
ら
か
に
さ
れ
．
罪
を
知
れ
る
も
の
は
な
い
マ
と
語

る
c

す
べ
て
を
焼
き
尽
く
し
、
あ
ら
ゆ
る
死
者

の
罪
が
再
審
介
さ
れ
る
の
が
こ
の

H
で
、
死
者

の
た
め
の
ミ
サ
鼎

（レ
ク
イ
エ
ム
）
で
は
必
ず

含
ま
れ
る
。

続
い
て
「
ト
ゥ
ー
パ
・
ミ
ル
ム
（
不
思
請
な

ラ
ッ
パ
）
」
の
部
分
に
人
る
。（
こ
の
litのパ名の
t

に
小
欲
な
ラ
ッ
パ
の
～
tiが
喋
き
わ
た
る
ア
と
始
ま

る
こ
の
詩
句
は
、

《
レ
ク
イ
エ
ム
〉
に
お
け
る
も

っ
と
も
f
汲
な
部
分
で
、
こ
の
「
ラ
ッ
パ
」
は
教

会
の
梨
器
と
さ
れ
る
ト
ロ
ン
ポ
ー
ン
で
油
炎
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
プ
オ

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
」

ミ
サ
仙
で
も
レ
ク
イ
エ
ム
で
も
「サ
ン
ク
ト

ゥ
ス
」
と

一
体
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
＂↑
じ

の
”
名
に
よ
っ
て
求
約

t
"は
以
さ
れ
よ
マ
と
歌
つ
。

「ア
ニ
ュ
ス
・
デ
イ
」

パ
ン
を
切
り
分
け
る
と
き
に
歌
わ
れ
る
の
が

こ
の

「
ア
ニ
ュ
ス

・
デ
イ

（神
羊
誦
）」
で
、
ミ

サ
鼎
で
も
川
い
ら
れ
る
が
、
ミ
サ
鼎
で
は
丘
我
ら

に

f
iサ
え
粕
た
)
と
い
う
誅
句
が
、

「レ
ク
イ

エ
ム
’
で
は
蔽彼
ら
に
水
遥
の
杖
息(レ
ク

ィ
ェ
ム
•

七
ン
．ヒ
テ
ル
ナ
ら
を

t
た
舶
た
マ
と
変
え
ら
れ
る
。

「
コ
ム
ニ
オ
」

ミ
サ
で
は
、
「
ア
ニ
ュ
ス

・
デ
イ
」
の
後
に

「イ
テ

・
ミ
ッ
サ

・エ

ス
ト
」
で
締
め
く
く
ら

れ
る
が
、
レ
ク
イ
エ
ム
で
は
、
バ
ン
と
ぶ
ど
う

--

/ “~ 

グイト・レ 一の描く 『聖ミカTlレJ

ー
テ
ィ
が
描
い
た

「蚊
後
の
審
判
j

で
も
煩
を

膨
ら
ま
し
て
ラ
ッ
パ
を
吹
く
姿
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
の
ラ
ッ
パ
の
特
き
は
恐
れ
ら
れ
た
。
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
〈
レ
ク
イ
エ
ム
〉
や
プ
ラ
ー
ム
ス

｛ド
イ
ツ

・
レ
ク
イ
エ
ム
〉
で
の

「
ラ
ッ
パ
」
の

特
き
は
厳
か
で
、
術
命
的
な
印
象
を
仔
え
る
。

次
に
短
い
「
レ
ッ
ク
ス
・
ト
レ
メ
ン
デ
（
恐

る
ぺ
き
大
王
よ
）
」

の
後
に

「
レ
コ
ル
ダ
ー
レ

（
思
い
給
え
）
」
に
人
る
。
往慈
悲
深
き
イ
エ
ス
が
陣

ト
に
降
り
求
た
っ
た
の
は
私
の
た
め
で
あ
っ
た
マ
と

始
ま
り
、

《
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
B

を
椒
し
た
お
Ji

は
、
私
に
も
和
叫
を
サ
｀
＆
か
？
ち
と
赦
し
を
哨
つ
。

そ
の
後
に
粒
く
の
が

「
コ
ン
フ
タ
ー
テ
ィ
ス

（
呪
わ
れ
た
者
ど
も
）
」

で、

呪
わ
れ
た
者
ど
も

が
劫
火
の
な
か
に
落
と
さ
れ
る
中
で
、
私
を
選

ば
れ
た
者
の

一
人
と
し
て
ほ
し
い
と
劇
う
。

そ
し
て
も
っ
と
も
什
名
な
「
ラ
ク
リ
モ
サ
（
涙

の
日
）
」
が
次
に
米
る
。術
罪
あ
る
人
が
肱
か
れ
る
た

め
に
｀
朕
か
ら
蛛
る
そ
の
＂
こ

そ`

．派
の
＂
で
あ
る

マ
と
い
う

詩
句
で
、
多
く
の
作
llh家

が
も
っ
と
も
独
削
竹
を
発

揮
す
る
部
分
で
あ
る
。

「
オ
ッ
フ
ェ
ル
ト
リ
ウ
ム
」

「
オ
ッ
フ
ェ
ル
ト
リ
ウ
ム

（奉
献
叫
）
」
の
と
き
に
堅

体
拝
煩
の
パ
ン
と
ぶ
ど
う

洒

（ワ
イ
ン
）
が
準
備
さ
れ

る
。
「
オ
ッ
フ
ェ
ル
ト
リ
ウ

ム
」
は
「
ド
ミ
ネ
・
イ
エ
ス

(t
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス

ト
）」

と
「オ
ス
テ
ィ
ア
ス

（賛
文
の
生
校
と
祈
り
）」

洒
を
拝
鎖
す
る
際
に
「
コ
ム
ニ
オ
(JIu
．
じ
体
拝
領

唱
）」
が
歌
わ
れ
、
盆
遠
の
光
叫
を
彼
ら
の
t
ーに
輝

か
せ
粕
多
、
令
ふ
よ
、
水
遥
の
女
息
を
彼
ら
に
サ
丘
和

ぇ
て
と
祈
願
す
る
。
こ
の
部
分
の
詩
句
は
「
ル
ク

ス
・
エ
テ
ル
ナ
」
と
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

品
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
リ
ゲ
テ
ィ
の
よ

う
に
こ
の
語
を
タ
イ
ト
ル
と
し
た
作
品
も
あ

る
。

「リ
ベ
ラ
・
メ
」

S
「イ
ン
・
バ
ラ
デ
ィ
ス
ム
」

贔
の
祈
り
の
後
に

「リ
ペ
ラ

・
メ
（私
を

解
き
放
ち
給
え
）」
と
「イ
ン

・
パ
ラ
デ
ィ
ス
ム

（楽
園
に
）」
が
骰
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
肌
葬

の
と
き
に
歌
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
フ
ォ
ー
レ
の

〈
レ
ク
イ
エ
ム
〉
な
ど
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
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特北 l バnック三大巨匠生誕333年宗教音楽入門ガイド

ブ
ラ
ー
ム
ス
《
ド
イ
ツ

プ
ラ
ー
ム
ス
の
芸
術
の
粕
髄
、
昇
旅
が
こ
こ

に
あ
る
。
個
人
的
に
は
、
ぃ
弊
脳
茄
げ
と
.̂-LI
っ
て

し
ま
い
た
い
。
ラ
テ
ン
話
の
レ
ク
イ
エ
ム
で
は

な
く
、
．
つ
の
ド
イ
ツ
話
に
よ
る
レ
ク
イ
エ

ム
。
ず
ば
り
「
E
i
n
d
e
u
t
s
c
h
e
s
 R
e
q
u
i
e
m
,
 

A
 G
e
r
m
a
n
 R
e
q
u
i
e
m
」
だ
。
全
7
曲
か
ら

成
る
。プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
文
化
圏
の
ハ
ン
プ
ル
ク
に

牛
ま
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ウ
ィ
ー
ン
を
拠
点
に

括
躍
し
た
プ
ラ
ー
ム
ス

(
1
8
3
3ー

97)
。

歌
副
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
が
1
5
3
4

年
に
ド
イ
ツ
訴
翻
訳
し
た
聖
出
の
詩
句
か
ら
選

ば
れ
て
い
る
。
胃
娘
の
合
唱
〈
S
e
l
i
g
sind,die 

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
《
レ
ク
イ
エ
ム
》

「
桁
外
れ
」
の
楽
器
編
成
を
、
ラ
イ
ヴ
で
体
感

し
た
い
気
宇
壮
大
な
レ
ク
イ
エ
ム
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
原
題
に
あ
る
「G
r
a
n
d
e
」
|

爪
パ
に
か
け
る
発
音
は
お
好
き
な
よ
う
に
ど
う
ぞ

ー
に
偽
り
は
、
な
い
。
テ
ノ
ー
ル
こ
そ

一
人
だ

が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
編
成
、
況
声
6
部
の
コ

ー
ラ
ス
、
東
西
南
北
に
置
か
れ
る
パ
ン
ダ

（研官

楽
器
の
別
働
隊
）
を
記
す
だ
け
で
、
与
え
ら
れ

た
欄
を
使
い
切
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

バ
ソ
ン
（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）

8
、
ホ
ル
ン

12、
テ
ィ

が
パ
リ
同
立
高
守
音
楽
院
の
ホ
ー
ル
で
初
浙
さ

れ
て
い
る
の
で
、
今
さ
ら
駕
く
こ
と
は
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
が
、

1
8
3
7年
と
―
)
C
え
ば
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
没
後
10年
。
鍵
盤
の
詩
人
シ

デ
ュ
リ
ュ
フ
レ

フ
ォ
ー
レ
の
↑
レ
ク
イ
エ
ム
了
を
愛
す
る
人

は
、
デ
ュ
リ
ュ
フ
レ
の
《
レ
ク
イ
エ
ム
》
も
愛
す

る
。
そ
れ
が
決
ま
り
で
あ
る
。
曲
は
1
9
4
7

年
、
フ
ラ
ン
ス
・
"11
楽
史
に
名
を
刻
む
音
楽
出
版

社
デ
ュ
ラ
ン
社
の
依
頼
で
古
か
れ
た
。
デ
ュ
リ

ュ
フ
レ
は
こ
の
と
き
45歳
。
フ
ォ
ー
レ
、
ド
ビ

ュ
ッ
シ
ー
、
ラ
ヴ
ェ
ル
ら
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た

教
会
旋
法
の
愛
す
べ
き
絣
承
者
が
デ
ュ
リ
ュ
フ

レ
で
、
長
潤
と
短
調
を
超
越
し
た
府
洞
不
h知
議

な
、
し
か
し
最
高
に
粕
妙
な
第
致
は
、
聴
き

f

を
捉
え
て
離
さ
な
い
。
こ
の
レ
ク
イ
エ
ム
を
聴

い
て
何
も
感
じ
な
い
人
と
は
、
友
だ
ち
に
な
り

た
く
な
い
。
デ
ュ
リ
ュ
フ
レ
は
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
と
し
て
も
俊
れ
、
パ
リ

ョ
パ
ン
、
ロ
マ
ン
派
の
化
身
シ
ュ
ー
マ
ン
、
ゲ

ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
符
弦
楽
団
の
楽
長
で
も
あ
っ

た
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
時
代
で
あ
る
。

伝
統
的
な
レ
ク
イ
チ
ム
の
固
有
文
を
用
い
つ

《
レ
ク
イ
エ
ム
》

O
p
,

国
立
絲
等
立
11
楽
院
の
、
彼
の
利
声
科
に
は
、
昨

今

「ピ
ア
ノ
協
奏
鼎
」
や
「父
類
NIlh」
が
話
俎
と

な
っ
た
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
尾
高
杓
忠

(1
9
4
4

ー
）
も
在
藉
し
て
い
た
。

こ
の
レ
ク
イ
エ
ム
は
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
と
パ

リ
ト
ン
の
ソ
ロ
、
況
片
合
叫
、
オ
ル
ガ
ン
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
に
内
か
れ
た
。
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
パ
ー
ト
は
、
杢
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
オ

ル
ガ
ン
と
任
紅
の
チ
ェ
ロ
で
も
・
祇
奏
川
能
。
そ

う
い
う
版
が
出
て
い
る
。

「
入
祭
唱
」
、
「
キ
リ
エ
」
、
「
オ
ッ
フ
ェ
ル
ト
リ

ウ
ム
」
（パ
リ
ト
ン
独
州
今
＆
）
、
「
サ
ン
ク
ト
ゥ

ス
」
、
「
ピ
エ
・
イ
エ
ズ
（
慈
悲
深
い
イ
エ
ス

よ
）
」
（
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
独
叫
今
＆
）
、

「
ア
ニ

こ
れ
も
聴
き
た
い
！
＼
ま
だ
ま
だ
あ
る
《
レ
ク
イ
エ
ム
》
＼

ウ
ィ
ン
ナ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
始
祖
ス
ッ
ペ
の

や
レ
ク
イ
エ
ム
》
二
短
潤
を
お
勧
め
す
る
。
「
オ

ペ
レ
ッ
タ
の
ス
ッ
ペ
がP
~
」
な
ど
と
訳
知
り
顔

で
言
っ
て
は
い
け
な
い
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

ゃ
ビ
ク
イ
エ
ム
て
好
き
は
、
き
っ
と
ス
ッ
ペ
も
好

き
に
な
る
。
ど
ち
ら
も
二
重
フ
ー
ガ
が
際
立
つ

か
ら
だ
。

1
8
5
5年
の
作
品
、

ス
ッ
ペ
は
こ
の
と
き

祁
歳
。
そ
の

5
年
前
に
亡
く
な
っ
た
劇
場
監

杵
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ポ
コ
ル
ニ
ー
な
る
恩
人
に
捧

げ
た

lIhで
あ
る
。
敬
虔
な
レ
ク
イ
エ
ム
だ
が
、

そ
こ
は
ス
ッ
ペ
。
後
年
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
連
想

’ ぅ

レ
ク
イ
エ
ム
》

Op45

d
a
 L
e
i
d
 tra
g
e
n
 
(:~ 

し
ん
で
い
る
ひ
と
は
、
中

い
で
あ
る
）
〉
は
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福
紆
北
E
5
;
4

か
ら
採
ら
れ
た
。

創
作
の
過
程
は
少
々
複
雑
だ
。
1
8
5
9年

頃
、
プ
ラ
ー
ム
ス
が
26歳
の
年
に
、
ま
ず
「第

2
部
」
が
完
成
、
そ
の
後
1
8
6
6年
に
「
弟
3

部
」
、
「
第
1
部
」
、
「
第
7
部
」
が
削
ら
れ
て
い

る
。
1
8
6
7年
雑
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
の

t
宮
舞

踏
薦
レ
ド
ゥ
ー
テ
ン
ザ
ー
ル
で
の
楽
友
協
会

コ
ン
サ
ー
ト
で
蚊
初
の

3rlhが
油
奏
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
失
敗
。
そ
の
翌
年
、
倍
名
な
合
唱

翡
者
カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ラ
イ
ン
タ
ー

ラ
ー
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
北
部

5
 

p
 ゜

ン
パ
ニ

16
（
ペ
ア
6
、
シ
ン
グ
ル

4
)
、
第
1
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
と
第
2
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
蚊
低
で

も
25人
ず
つ
。
バ
ン
ダ
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
12、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

16…
・
:。
こ
の
あ
た
り
で
止
め

て
お
く
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
依
頻
で
1
8
3
7年
に
作

訓
さ
れ
た
。
政
府
は
、

7
月
革
命

(l
8
3
0

年
）
や
歴
史
的
弔
件
の
犠
牲
者
を
追
仰
す
る
慰

心
叩
祭
で
の
立11
楽
を
求
め
た
の
だ
っ
た
。

l
8
3
0年
牲
れ
に
、
あ
の

合幻
想
交
評
鼎
》

さ
せ
る
脱
し
い
メ
ロ
テ
ィ
に
、
あ
っ
と
梵
く
転

換
も
あ
り
、
聴
き
手
を
魅

f
し
続
け
る
。
こ
の

レ
ク
イ
エ
ム
、

1
9
9
4年
の
秋
に
京
都
の

「
み
や
こ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」
が
楠
敏
也

の
指
揮
で
日
本
初
演
、
そ
の
後
2
0
0
3年
の

晩
秋
に
船
秤
昇
介
指
揮
の
長
岡
市
民
合
唱
団
が

束
日
本
初
浙
を
行
っ
た
。
後
者
に
居
合
わ
せ
た

こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。
ミ
シ
ェ
ル
・
コ

ル
ポ
の
索
哨
ら
し
い
録
音
も
あ
る
。

C

レ
ク
イ
エ
ム
》c

ほ
ん
と
う
は
中
肌
バ
ロ
ッ

ク
の
枇
界
か
ら
話
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

だ
が
、
古
典
派
の
時
代
に
飛
べ
ば
、
か
の
ハ
イ

． 

お
す
す
め
《
レ
ク
イ
エ
ム
》

3
選

プ
ラ
ー
ム
ス
《
ド
イ
ツ
・
レ
ク
イ
エ
ム
》
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
《
レ
ク
イ
エ
ム
》
、

文
11
奥
田

佳

道

T
e
x
t
 11 Y
o
s
h
i
m
i
c
h
i
 O
k
u
d
a
 

デ
ュ
リ
ュ
フ
レ
《
レ
ク
イ
エ
ム
》

前
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た
「
三
大
レ
ク
イ
エ
ム
」
以
外
に
も
、
数
多
く
の
レ
ク
イ
エ
ム
が
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
次
は
何
を
聴
こ
う
？
」
と

迷
っ
て
い
る
方
に
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
た
い
作
品
を
音
楽
評
論
家
の
奥
田
佳
道
氏
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。
作
曲
家
渾
身
の
《
レ
ク
イ
エ
ム
》
。
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
い
世
界
感
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
っ
て
み
る
の
は
い
か
が
？

プ
レ
ー
メ
ン
の
大
叩
堂
で
現
在
の

「第
5
部
」

（ソ
プ
ラ
ノ
独
州
を
伴
う
）
を
除
く
ナ
ン
バ
ー

が
初
浙
さ
れ
る
。
そ
し
て

1
8
6
9年
2
月、

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

・
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
で
全
7

曲
が
派
奏
さ
れ
る
。
指
揮
は
楽
長
カ
ー
ル
・
ラ

イ
ネ
ッ
ケ
だ
っ
た
。

主
役
と
も
言
う
べ
き
コ
ー
ラ
ス
、
そ
れ
に
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
パ
ー
ト
に
、
プ
ラ
ー
ム
ス
の
美

学
、
趣
味
が
い
つ
ば
い
だ
。
フ
ー
ガ
の
技
法
に
、

執
拗
な
（
失
礼
）
低
汁
、
幾
重
に
も
絡
ま
っ
た
声

部
。
パ
リ
ト
ン
独
聞
は
ぶ
守
品
皿
と

「第
6

曲
」、
ソ
プ
ラ
ノ
は
「
第
5
曲
」
を
彩
る
。
こ
の

曲
を
契
機
に
、
プ
ラ
ー
ム
ス
は
交
郭
曲
へ
の
逍

を
歩
み
始
め
る
。

つ
、
そ
こ
は
鬼
オ
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
。
文
を
白
山

に
糾
み
替
え
て
い
る
。
ト^
10訓
。
こ
の
ヒ
な
く

烈
し
い
3
仙
と
祈
り
の
梢
趣
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

7
鼎
か
ら
成
る
。

ュ
ス

・
デ
イ
」
「
コ
ム
ニ
オ
」
、
「
リ
ベ
ラ
ル

・

メ
」（
パ
リ
ト
ン
独
州
含
む
）、
「
イ
ン
・
パ
ラ
デ

ィ
ス
ム

（楽
園
に
）」、
の
全
9
窄
。
大
肌
な
利

が
が
舞
う
。
「
デ
ィ
エ
ス
・
イ
レ

（怒
り
の

II)
」

ド
ン
の
弟
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
説
友
だ
っ
た
ミ

ヒ
ャ
エ
ル
・
ハ
イ
ド
ン
に
名
作
が
あ
る
。
ザ
ル

ッ
プ
ル
ク
の
人
川
教
ジ
キ
ス
ム
ン
ド
の
他
界
に

窃
せ
て
杏
か
れ
た
ハ
短
溝
の

《
レ
ク
イ
エ
ム
〉

(1
7
7
1
)
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
何
度
か
聴

い
て
い
る
。
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ハ
イ
ド
ン
に
は
も

う

一
っ
、
未
完
成
の
《
レ
ク
イ
エ
ム
》
変
口
艮
瀾

も
あ
り
、
こ
れ
は
1
8
0
6年
夏
、
彼
の
非
儀

で
浙
奏
さ
れ
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

《
レ
ク
イ

エ
ム
｝
後
、
の
作
品
だ
。
19世
紀
前
半
の
ウ
ィ

ー
ン
で
は
、
ル
イ
ジ

・
ケ
ル
ビ
ー
ニ
が
重
災
な

レ
ク
イ
エ
ム
作
曲
家
で
も
あ
っ
た
。

聴さどころPoint=

第7曲「イン・バラディスム」

〈天使たちが天国へ迎いてくだ

さいますように、あなたを迎え

ます〉と歌われる。天上の表現

にチェレスタ、（天井への架け

橋階段の表現）ハープは欠かせ

ない。

聴さどころ Point

第2曲「ディエス・イレ」

「トゥーバ・ミルム」で魅せ場を

つくるバンダ

金管の別働隊は四方4ヵ所に配四

される。広大な、しかし閉じられ

た礼拝堂の空問を意識した桁外れ

の愕き。いっぽう、他の楽章では
,, 静寂,,もキーワードとなる。

19批
紀
中
策
の
シ
ュ
ー
マ
ン
に
註
か
れ
つ

つ
、
後
平
に
想
い
を
寄
せ
れ
ば
、
英
パ
ー
ミ
ン

ガ
ム
の
フ
ェ
ス
テ
イ
ヴ
ァ
ル
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の

《
レ
ク
イ
エ
ム
》
が
い

い
。
彼
の
《
ス
タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル
｝
と
と
も

に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
佳
品
だ
。

プ
リ
テ
ン
の

《戦
/fレ
ク
イ
エ
ム
｝（
1
9
6

2
年
初
演
）
は
20世
紀
に
北
日
か
れ
た
、
り
平
も
メ

ッ
セ
ー
ジ
性
盟
か
な
大
作
で
、
こ
れ
は
定
期
的

に
聴
き
た
い
。

ベルリオーズの臣像幽

Jラームスの肖像画

聴さどころPoinl

第3曲《主よ、わが

終わリと》

フォルテで終わるの

は、この「第3曲」と

「第6曲」のみ。バス

独唱による詩篇第39
老で始まる「第3曲」

は、壮麓なフーガに発

展。執拗なD音の持続

に魅了される。

ウィ ンにあるスッペのこ

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
は

「
H
分
の
作
品
が
す
べ
て

破
棄
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
レ
ク
イ

エ
ム
だ
け
は
残
し
て
ほ
し
い
」
旨
の
言
菜
を
追

し
て
い
る
。

は
、
な
い
。
チ
ェ
レ
ス
タ
や
ハ
ー
プ
、
弱
紆
閤

を
付
け
た
弦
楽
器
、
コ
ー
ラ
ス
、
オ
ル
ガ
ン
が

織
り
成
す
終
鼎
「イ
ン
・
パ
ラ
デ
ィ
ス
ム
」
ま

で
、
す
べ
て
が
文
し
い
。
索
睛
ら
し
い
。

『̂
“
.

ミ
・

疇

｀
 

『
．

J
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景

島

．
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疇
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贔
•
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区
．
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崚
鼻

r
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一
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ふ
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ノ`ラームスが磨に渦こ9したリヒァンタールの家。すぐ

近くにはクフフ・シ7ーマンが件んだ家があリ、 ここ

で《ドイツ ・レクイ.l.ム》 も作曲されたとざれる
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ニ
大
コ
ー
ラ
ス
、
ハ
レ
ル
ヤ
・
コ
ー
ラ

ス
ど
ア
ー
メ
ン
・
コ
ー
ラ
ス
は
必
聴
！

ゲ
オ
ル
ク
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ン
デ
ル

(
1
6
8
5
1
1
7
5
9)
の
オ
ラ
ト
リ
オ
っ
メ

サ
イ
ア
（
救
い
主
）
て
ほ
ど
人
類
に
愛
さ
れ
て
い

る
作
品
も
少
な
い
だ
ろ
う
。
気
が
つ
け
ば
1
7

4
2年
の
初
演
か
ら
約
3
0
0年
間
、
一
度
も

す
た
れ
る
こ
と
な
く
今

uま
で
浙
奏
さ
れ
紐
け

タ
作
品
の
な
か
で
《心
と
LJ
と
行
い
と
牛
泊
で
》

B
W
V
l
4
7
は
最
も
人
気
の
閥
い
作
品
の

一

つ
。
こ
の
作
品
は
1
7
2
3
年
に
作
曲
さ
れ
、

J
.
S
・
バ
ッ
ハ
が
市
の
音
楽
藍
将
を
務
め
て

い
た
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
教
会
に
お
け
る
礼
拝
の

一
棗
と
し
て
演
奏
さ
れ
た
、

2
部
枯
成
の
全
10

曲
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
と
も
な
っ
た
軽
快
な
り
印

の
合
唱
曲
、
せ
つ
せ
つ
と
語
り
か
け
る
レ
チ
タ

テ
ィ
ー
ヴ
ォ
、
宝
石
の
よ
う
に
ま
ば
ゆ
い

4
つ

の
ア
リ
ア
ー

す
べ
て
が
聴
き
ど
こ
ろ
と
百
つ

て
い
い
。
と
り
わ
け

1

第
1
部
」
と

「第
2
部」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
歌
詞
は

異
な
る
が
同
じ
コ
ラ
ー
ル
合
唱
曲
が
樅
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
17皿
紀
以
米
の
伝
統
的
な
賛
美

歌
の
旋
作
に
、

J
.
S
・
パ
ッ
ハ
が
．
二
述
符
に

も
と
づ
く
、
美
し
く
も
鮮
や
か
な
伴
奏
を
施
し

た
楽
曲
で
あ
る
。
こ
の
楽
鼎
は
、
英
国
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
、
マ
イ
ラ
・
ヘ
ス
に
よ
っ
て
ピ
ア
ノ
独

奏
用
に
編
仙
さ
れ
、

令主
よ
、
人
の
堵
み
の
喜
び

よ
》
と
い
う
題
名
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
索
朴
な
旋
律
と
、
絶
え
ず
揺
れ
動
く
よ

｀
つ
な
伴
奏
の
リ
ズ
ム
と
が
よ
く
あ
い
、
い
つ
聴

い
て
も
心
に
泌
み
い
る
美
し
い
終
鼎
で
あ
る
。

■

ス
タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル

ペ
ル
ゴ
レ
ー
ジ
《
ス
タ
ー
バ
ト

・
マ
ー
テ

ル
》

冒
頭
の
二
重
唱
で
二
つ
の
声
が
ハ
モ
リ

出

す

「瞬
間
」
た
要
チ
ェ
ッ
ク
！

ぷ
教
甜

「ス
タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル
ド
ロ
ロ

ー
サ
し
に
も
と
づ
く
音
楽
と
し
て
、
お
勧
め
し

た
い
の
は
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ

・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・

ベ
ル
ゴ
レ
ー
ジ

(
1
7
1
0
ー
祁
）
の
作
品
で

■

オ
ラ
ト
リ
オ

ヘ
ン
デ
ル
《
メ
サ
イ
ア
》
H
W
V
5
6

s
 

あ
る
。
生
来
、病＂油

だ
っ
た
ペ
ル
ゴ
レ
ー
ジ
は

1
7
3
5年
の
夏
ご
ろ
か
ら
健
康
状
態
が
悪
化

し、

1
7
3
6年
2
月
に
ナ
ポ
リ
近
郊
の
修
近

院
に
入
っ
て
療
投
に
努
め
た
が
、
間
も
な
く
3

月
16IJ
に
26磁
の
芹
さ
で
死
よ
し
た
。
そ
の
死

の
直
前
に
修
道
院
で
作
仙
さ
れ
た
の
が
、
こ
の

今
ス
タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル
》
で
あ
る
。

ソ
プ
ラ
ノ
独
州
、
ア
ル
ト
独
附
、
弦
楽
合
奏
、

通
奏
低
音
の
た
め
の
作
品
で
、
全
12Imか
ら
な

り
、
聖
丹
マ
リ
ア
の
苦
悩
に
息
い
を
寄
せ
る
前

t
6曲
は
二
重
唱
と
独
明
を
交
lLに
配
し
、
型

付
マ
リ
ア
に
祈
り
を
枠
げ
る
後
半
の
6
曲
は

．

重
唱
が

t
体
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

26歳
と
い
う
芳
さ
で
死
に
匝
而
し
た
ペ
ル
ゴ

レ
ー
ジ
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
＾
宍
介
の
鼎
濶
は

悲
し
み
に
満
ち
て
い
る
も
、
触
れ
れ
ば
壊
れ
そ

う
な
、
は
か
な
さ
に
も
彩
ら
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
「第
1
曲
」
で
、
ア
ル
ト
と
ソ
プ
ラ
ノ
が
歌

ぃ
IIIし、
声
が
屯
な
る
利
那
、
し
汁
が
ぶ
つ
か
っ

て
不
協
和
音
が
生
じ
る
。
そ
の
瞬
間
に
、

言
い

ワ―

右千にペン、左井こ楽膳を丸めてもったヘンデル

よ
う
の
な
い
は
か
な
さ
を
感
じ
る
。
そ
う
し
た

繊
な
災
し
さ
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■

―丁

・
テ
ウ
ム

シ
ャ
ル
パ
ン
ナ
イ
エ
《
テ

・
デ
ウ
ム
》
H

1
4
6
 

ど
に
か
く
カ
ッ
コ
い
い
最
初
の
曲
。

ど
こ
か
で
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で

ょ？
'
↓
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マ
ル
カ
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ

(1
6
4
3頃
ー
1
7
0
4)
は
17枇
紀
後
平
の

パ
リ
で
活
躍
し
た
汁
楽
家
。
イ
タ
リ
ア
に
留
学

し
、
オ
ラ
ト
リ
オ
の
人
家
カ
リ
ッ
シ
ミ
に
学

ぴ
、
劇
汁
楽
の
技
法
を
フ
ラ
ン
ス
に
淋
人
し
た

人
物
で
あ
る
。
威
勢
の
良
い
、
快
柄
な
前
奏
llh

で
知
ら
れ
る
彼
の
《
テ
・
デ
ウ
ム
X

は、

1
6
8

0
年
代
，

半
な
い
し
90年
代
ご
ろ
に
作
仙
さ
れ

た
。
こ
の
前
奏
鼎
は
、
オ
ル
ガ
ン
独
奏
川
の
編 オルガン

ペルゴレージの肖依画

し
＇を

属

ピアノ株突用に編曲したマイフ ・ヘ人 (p)

. 1-
町 9

バッハの家庭での「朝の祈り」

ミ
サ
曲
、
レ
ク
イ
エ
ム
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

さ
ま
ざ
ま
な
「
宗
敦
音
楽
」
を
聴
く

「
オ
ラ
ト
リ
オ
」
、
「
カ
ン
タ
ー
タ
」
、
「
ス
タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル
」
、
「
テ
・
デ
ウ
ム
」
、
「
モ
テ
ッ
ト
」
ヽ
《
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
》

文
11
加

藤

拓

未

こ

れ

ま

で

は

《

ミ

サ

曲
》
ヽ
《
レ
ク
イ
エ
ム
》
を
中
心
に
ご
紹
介
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の

6
種
類
の
「
宗
教
音
楽
」
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら

T
e
xt
 
11 T

a
k
u
m
i
 Ka
t
o

お
す
す
め
の
宗
教
音
楽
作
品
を
音
楽
学
者
・
加
藤
拓
未
氏
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
テ
イ
ス
ト
の
作
品
を
、
そ
の
日
の
気
分

で
選
ん
で
み
て
は
い
か
が
？

ら
れ
て
い
る
と
い
う
愁
異
の
作
品
で
あ
る
。
し

か
も
ヘ
ン
デ
ル
は
1
7
4
1年
の
襄
に
、
わ
ず

か
2
週
間
と
い
う
短
期
で
こ
の
仙
を
科
き
上
げ

た
と
い
、
？
か
ら
、
に
わ
か
に
は
伯
じ
が
た
い
。

作
品
は
令
3
部
か
ら
な
り
、
歌
訓
は
旧
約
・

新
約
型
占
か
ら
鞘
句
を
選
ぴ
、
そ
れ
ら
を
結
び

あ
わ
せ
る
よ
う
に
梢
成
さ
れ
て
い
る
。「
第
1

部
」
で
は
救
い

t
の
「
降
涎
」
の
様
子
を
伝
え
、

さ
ら
に
救
い

iOが
ど
の
よ
、

2
伶
ル
な
の
か
、
そ

の
性
格
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。「
第
2
部
」
で

は
救
い
主
の

「受
難
」「
復
活
」「
外
犬
」
と

「神

の
国
」
の
到
来
に
つ
い
て
、
そ
し
て
「第
3
部
」

で
は
「永
遠
の
命
の
教
え
」
に
つ
い
て
の
考
察

と
、
神
へ

の
感
謝
が
歌
わ
れ
る
。

こ
の
作
品
の
魅
力
は
、
英
語
の
理
書
の
言
策

と
ヘ
ン
デ
ル
の出
心
砂
な
音
楽
の
融
合
に
よ
っ
て

生
じ
る
相
乗
効
米
の
索
睛
ら
し
さ
に
あ
る
。
ヘ

ン
デ
ル
の
音
楽
は
全
仙
を
通
じ
て
気
迫
に
泌
ち

て
お
り
、
と
て
も
2
週
間
で
完
成
し
た
と
息
え

な
い
出
来
栄
え
。
と
り
わ
け
有
名
な
「第
2
部
」

の
終
鼎
で
あ
る
ハ
レ
ル
ヤ
・
コ
ー
ラ
ス
と
、
壮

脱
な
「第
3
部
」
の
終
鼎
で
あ
る
ア
ー
メ
ン
・

■

カ
ン
タ
ー
タ

J
.
S
・
バ

ッ
ハ

「
カ
ン
タ
ー
タ

〈〈、
い
と

口
と
行
い
と
生
芯
で
》」

B
W
>
1
4
7

心
に
泌
み
い
る
コ
ラ
ー
ル
の
メ
ロ
デ

ィ
ど
バ
ッ
ハ
が
書
い
た
美
し
い
伴
奏

ヶ
賤
く
べ

L
I

J
.
S
・
バ
ッ

ハは、

；カ
ン
タ
ー
ク
:
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
を

―
つ
の
究
極
の
形
に
ま
で
裔
め

た
。
そ
う
し
た

J
.
S
・パ

ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー

コ
ー
ラ
ス
は
聴
き
ど
こ
ろ
で
あ
る。
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[
特
別
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
〕

鈴
木
優
人

文
11
山
田
治
生

T
ex
t
 
11 H
a
r
u
o
 Y
a
m
a
d
a
 

写
真
11
堀
田
力
丸

P
h
o
t
o
 11 Rikill"aru H
a
t
t
a
 

こ
れ
ま
で
バ
ッ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
(
B
C
J
)
で
さ
ま
ざ
ま

な
宗
教
音
楽
に
取
り
組
み
、
今
年

9
月
に
は
B
C
J
の
首
席
指
揮
者

に
就
任
し
た
鈴
木
俊
人
に
宗
教
音
楽
の
面
白
さ
に
つ
い
て
訊
い
た
。

西
洋
の
宗
教
脊
楽
の
ほ
と
ん
ど
が
キ
リ

ス
ト
教
の
音
交
で
す
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰

の
な
い
多
く
の
日
本
人
が
宗
教
音
楽
に
親
し
む

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

「、
？
ち
は
み
ん
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
な
の
で
、
そ

れ
に
対
し
て
は
う
ま
く
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

例
え
ば
、
失
恋
ラ
ヴ
・
ソ
ン
グ
が
あ
る
と
し
て
、

失
恋
し
な
く
て
も
そ
の
ラ
ヴ
・
ソ
ン
グ
は
わ
か

る
し
、
失
恋
し
た
と
き
に
は
も
っ
と
心
に
グ
ッ

と
き
た
り
し
ま
す
よ
ね
u

あ
る
意
味
、
宗
教
音

楽
も
そ
れ
に
似
て
い
る
と
息
い
ま
す
。
宗
教
や

歌
祠
の
内
容
に
つ
い
て
知
識
を
得
た
ら
、
知
的

好
奇
心
の
分
、
面
白
く
な
り
ま
す
。
で
も
一
番

大
小
な
の
は
音
楽
へ
の
愛
だ
と
思
い
ま
す
。

ク
化

11
楽
が
好
き
だ
か
ら
聴
<
:
と
い
う
こ
と
」

作
曲
家
た
ち
の
精
緻
な
世
界

ミ
サ
訓
は
、
通
常
、
ラ
テ
ン
語
の
典
礼
文

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
ま
す
ね
。

「テ
キ
ス
ト
は
、
作
曲
家
に
と
っ
て
大
事
な
ソ

失
恋
し
な
く
て
も

失
恋
ラ
ヴ
・
ソ
ン
グ
は
わ
か
る

ー
ス
で
あ
り
、
作
曲
の
拠
り
所
な
の
で
す
が
、

ミ
サ
曲
の
場
合
は
そ
の
拠
り
所
が
し
っ
か
り
と

し
て
い
ま
す
。
言
薬
の
一
言
．
句
を
変
え
ら
れ

な
い
制
約
が
、
か
え
っ
て
作
血
家
に
自
巾
な
発

想
を
生
み
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
J
.
s
.

パ
ッ
ハ

《
口
短
潤
ミ
サ
》
の
完
賠
な
カ
ノ
ン
や

フ
ー
ガ
な
ど
の
構
造
芙
は
、
歌
詞
が
絶
対
に
変

え
ら
れ
な
い
か
ら
こ
そ
作
り
上
げ
ら
れ
た
粒
級

な
肌
界
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

I11tervielrv "¥'Vitl1 
Masato Sl1z11ki 

ま
た
、
作
仙
家
が

t！
千
架
の
音
型
」
や
「13

段
」
な
ど
の
象
徴
性
を
仙
に
狸
め
込
む
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
J
.
S
・
バ
ッ
ハ

《
マ
タ
イ
受
難

鼎
〉
の
、
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
で
テ
ノ
ー
ル
と

通
奏
低
音
が
ず
っ
と
演
奏
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

突
然
、
合
州
が

〈確
か
に
こ
の
人
は
神
の

f
で

あ
っ
た
〉
と
2
小
節
だ
け
歌
う
箇
所
が
あ
る
の

で
す
が
、
そ
こ
は
、

H
筆
諮
を
見
る
と
、
|
字

架
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
！
ミ
ュ
ー
ジ

宗
教
音
楽
を
語
る

■鈴木仮人 Mぷ atnSumki

1981年オランダ生まれ東京藝術大学作曲科及び同大学院

古楽科修了。

ハーグ王立音楽院修士課程オルガン科を首席で、同音楽院

即興演奏科を栄笞貨付きで日本人として初めて修了。アム

ステルダム音楽院チェンバロ科にも学ぶ。第18回ホテルオ

ークラ音楽賞受賞。2018年9月よリバッハ・コレギウム ・ジ

ャパン首席指揮者に就任。音楽監臼を務めるアンサンプル・

ジェネシスでは、オリジナル楽器でバロックから現代音楽

まで意欲的なプログラムを展開する。

指揮者としてこれまでにパッハ・コレギウム・ジャパン、アン
サンブル金沢、九州交密楽団、仙台フィルハーモニー管弦楽

団、束京交響楽団、束京フィルハーモニー交響楽団、広島交

響楽団、横浜シンフォニエッタ、読売日本交薯楽団等と共演。

3大アヴェ・マリア,.....,J.S. バッハ（グノー編曲）、
シューベルト、カッチーニ）を聴く～

《アヴェ・マリア》は新約聖吝の「受胎告知」の場面がもとになって

おり、神の子を授かった乙女マリアに対する祝福の歌である。歌詞

はラテン語。

フランスの作曲家シャルル ・グノ

- (1818 -93)は、 J.Sバッハ「《平均

律クラヴィーア曲集》第1巻」の〈前

奏曲〉 BWV846-1を伴奏部とみなし、

そこに自ら旋律を加え、さらにアヴ

T ・マリアの歌詞を付けて宗教的歌

曲を完成させた。これが1859年に発

表されたグノーの《アヴェ ・マリア》

で、 J.S.バッハの音楽を含んだその美

しさから世界中で愛されている。

これに対し、オーストリアの作曲家

フランツ・シューベルト(1797-1828) 

作曲《アヴェ ・マリア》の歌詞は、詩人

ウォルター・スコットによる叙事詩

『湖上の美人』から採られたもの。出Jc
しこそ〈アヴェ ・マリア〉と歌われる

が、その後の歌詞は異なっており、し

かもドイツ語。その内容とは、王から

追われる身となった“湖上の白婦人＂

ことエレン ・ダグラスが救いを求め、

聖母マリアに祈ったときの言葉であ

る。柔らかく包み込むようなシューベ

ルトの音楽が印象的。

そしてカッチーニの《アヴェ ・マリ

ア》は初期バロック時代にイタリアで

活躍したジュリオ ・カッチーニ (1550

頃— 1618 ) の作として知られるが、実

際にはソ連（現 ・ロシア）のギター奏

者ウラディ ーミル・ヴァヴィロフ

(1925~73)が「本当の作曲者」と目さ

れているu 彼は自分の名前を伏せ、代

わリに古典作曲家の名前を借りて作

品を発表する習性があった。この曲

もそうした例と考えられる。実はバロ

ック音楽ではなく、 20世紀の現代曲

である。

グノーの肖像画

巴
シコーベルトの肖像血

鼎
で
浙
奏
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

こ
の
作
品
は
、
フ
ラ
ン
ス
下
ル
イ
11軋
の
宮

廷
の
た
め
に
作
曲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
近
年
で
は
パ
リ
の
サ
ン
・
ル
イ
教
会
（
イ

ェ
ズ
ス
会
の
重
要
な
教
会
）
の
た
め
に
出
か
れ

た
可
能
性
が
高
い
と
わ
か
っ
て
き
た
。
た
だ

し
、
何
の
機
会
の
た
め
に
作
曲
さ
れ
た
の
か
は

判
と
し
な
い

U

詈
ど
こ
ろ
と
言
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も

什
名
な
冒
娘
の
「
前
奏
曲
」
。
こ
れ
は
ロ
ン
ド
形

式
で
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
打
楽
器
が
泊
躍
す
る

t
災
な
部
分
と
、
中
問
部
で
あ
る
弦
楽
合
奏
の

部
分
が
交
互
に
浙
奏
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
壮
麗

な
＾
晶
と
、
繊
細
な
歌
い
口
の
独
唱
が
交
互
に

歌
わ
れ
、
ゆ
る
や
か
に
述
な
っ
て
ゆ
く
。

パレ人トリ ）の肖依画

■

モ
―丁
ッ
ト

パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
《鹿
が
谷
川
の
水
を

慕
う
よ
う
に
》

ピ
ュ
ア
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
天
国
気
分
！

数
あ
る
モ
テ
ッ
ト
の
な
か
で

一
っ
挙
げ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ピ
エ
ル
ル
イ

ー
ジ
・
ダ

・
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
の

《鹿
が
谷
川

の
水
を
慕
う
よ
う
に
ご
で
あ
ろ
う
か
。
パ
レ
ス

ト
リ
ー
ナ

(1
5
2
5
/
2
6
1
9
4
)
は
16枇

紀
後
半
の
イ
タ
リ
ア
教
会
音
楽
を
代
表
す
る
作

鼎
家
。
30歳
代
で
頭
角
を
現
し
、

1
5
7
1年

に
権
威
あ
る
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
ジ
ュ
リ
ア
礼
打

盤
楽
長
に
就
任
、
終
生
こ
の
地
位
を
守
っ
た
。

《鹿
が
谷
川
の
水
を
慕
う
よ
う
に
〉
は
1
5
8

1
年
に
Ill版
さ
れ
た
4
声
の
モ
テ
ッ
ト
。
2
部

闘
（
節
1
部
だ
け
の
油
奏
も
あ
る
）
で
、
歌
詞

は
旧
約
聖
占
「詩
編
」
第
41
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

で
は
節
42)
紺
か
ら
第
2
1
4節
が
採
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
モ
テ
ッ
ト
で
は
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ

特
布
の

U
心
の
長
い
美
し
い
旋
作
」
が
、
各
声
部

で
ま
ん
べ
ん
な
く
模
倣
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て

前
の
部
分
が
完
全
に
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
新

た
な
旋
律
が
登
場
す
る
こ
と
で
各
声
部
の
旋
律

の
切
れ
11が
前
な
ら
な
く
な
り
、
全
体
と
し
て

は
音
楽
が
と
ぎ
れ
ず
に
永
遠
に
つ
づ
く
よ
、

2
な

印
象
を
与
え
る
。
こ
う
し
た
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ

の
流
れ
る
よ
ヽ
つ
な
美
し
い
音
楽
は
音
楽
史

t‘

ー
つ
の

「理
想
」
と
し
て
硲
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
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カ
ル
の
ロ
イ
ド

・
ウ
ェ
バ
ー

《ジ
ー
ザ
ス

・
ク

ラ
イ
ス
ト
・
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
》
は
現
代
版
受

難
間
で
す
。
そ
の
な
か
の
〈ザ
・
テ
ン
プ
ル
〉
と

い
う
曲
は
7
拍
子
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
1
週
間
の
●
7
」
を
象
徴
し
て
い
ま
す
ね
。

ラ
テ
ン
話
は
教
会
の
言
語
で
、
現
代
に
活
者

が
い
な
い
の
で
、
発
音
を
含
め
て
自
由
度
が
大

き
い
。
例
え
ば
、
「キ
リ
エ
」．

つ
と
っ
て
も
、

ど、

2
充
音
す
る
の
か
で
議
論
が
起
き
て
し
ま
い

ま
す
。

ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
の
時
代
、
メ
リ

ス
マ
が
出
て
き
た
こ
と
は
衝
繋
的
で
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
ネ
ウ
マ
遣p
U

は
1
音
節
l
音
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
メ
リ
ス
マ
は
1
音
節
に
複
数
の

音
を
割
り
当
て
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
作
仙
家

は
自
分
の
庇
志
で
特
定
の
言
菓
を
強
説
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
や
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
な
ど

が
、
メ
リ
ス
マ
に
よ
っ
て
、

肘
じ
テ
キ
ス
ト
で
、

作
仙
家
な
り
の
言
架
へ
の
態
度
を
表
す
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
管
弦
楽
法
に
よ
っ
て
、
交
器
の
音
色

関
連
コ
ン
サ
ー
ト

■

公
演
情
報

◎
バ
ッ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン

▼
第
1
3
0
回
定
期
演
奏
会

〈
日
時
・
会
場
〉

11
月
23
日
15
時
・

東
京
オ
ペ

ラ
シ
テ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

〈出
演
〉
鈴
木

雅
明
（
指
揮
）
、
ハ
ナ

・
ブ
ラ
シ
コ
ワ
ァ

(S)
、

他
〈
曲
目
〉

J
.
S
・バ
ッ
ハ
《
ク
リ
ス
マ
ス

・

オ
ラ
ト
リ
オ
》
〈
問
合
せ
〉
①
バ
ッ
ハ

・コ
レ
ギ

ウ
ム

・
ジ
ャ
パ
ン
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

0
3
.

5
3
0
1
.
0
9
5
0
 

▼
バ
ッ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン

J
.

S
・
バ
ッ
ハ
《
ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ラ
ト
リ
オ
》

〈
日
時
・
会
場
〉

11
月
24
日
15
時
・
彩
の
国
さ

い
た
ま
芸
術
劇
場
音
楽
ホ
ー
ル
〈
出
演
〉
鈴
木

雅
明
（
指
揮
）、
ザ
ッ
カ
リ
ー
・
ワ
イ
ル
ダ
ー

(T
)、
他
〈
問
合
せ
〉
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
割

場

0
5
7O

• 

0
6
4
.
9
3
9
 

▼
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
2
0
1
8
バ
ッ
ハ
コ
レ
ギ
ウ
ム
ジ
ャ
パ

ン
《
メ
サ
イ
ア
》（
ヘ
ン
デ
ル
）

〈
日
時

・
会
場
〉

12月
23日
15
時
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル

（大
）
〈
出
演
〉
鈴
木
雅
明

（
指
揮
）
、
森

谷
直
理

(S
)
、
蒔
村
実
穂
子
（
A
）
、
他
〈
問
合

せ
〉
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

0
5
7
 

O• 

5
5
.
0
0
17
 

▼
第
1
3
1
回
定
期
演
奏
会
祈
り
の
カ
ン

タ
ー
タ
「
J
.
S
・
バ
ッ
ハ
[
芸
H

カ
ン
タ

ー
タ

・
シ
リ
ー
ズ

VOl75」

、日
時
・
含
与
〉

2
0
1
9
年
3
月
3
日
15時
・

出
只
オ
ペ
ラ
シ
テ
イ

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
〈出

伍簾誡4

L:. 
■ Information 
◎最新アルバム

「きよしこの夜/BCJのクリスマス」

（《もろびと声あげ》、《まきびとひつじを》、《キャロル・
メドレー》、 他〕

バッハ・コレギウム・ジャパン（合唱とソロ、歌唱はア・
カペラ）、鈴木雅明（指揮）、鈴木倦人 （編曲&org)

[KI-KKC 4148] 
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9
5
0
 

宗
教
や
歌
詞
の
内
容
に
つ
い
て

知
識
を
得
た
ら
、
知
的
好
奇
心
の
分
、

血
白
く
な
り
ま
す

が
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
表
現
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か、
r
デ
ィ
エ
ス
・
イ
レ
（
怒
り
の
H
)i
の
よ
う

に
、
f•
E業
が
な
く
て
も
内
容
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
旋
律
も
あ
り
ま
す
」

作
曲
家
、
指
揮
者
、
オ
ル
ガ
ン
奏
者

と
し
て
の
多
岐
に
わ
た
る
音
楽
活
動

鈴
木
さ
ん
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
《
レ
ク
イ

エ
ム
〉
を
補
喰
完
成
さ
せ
、
先
ll
B
C
J
で
そ

の
指
揮
も
さ
れ
ま
し
た
ね
。

「
本
当
に
人
才
的
な
け
楽
だ
と
息
い
ま
し
た
。

舞
台
上
で
指
揮
し
な
が
ら
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
凄

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今
同
、
数
年
前
に
It1
い
た

短
い
ア
ー
メ
ン
の
フ
ー
ガ
を
911分
で
初
め
て
指

書
籍
紹
介

「宗
教
音
楽
」

に
ま
つ
わ
る
公
演
、
苔
紐
を
ま
と
め
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

演
〉
鈴
木
雅
明

（指
揮
）
ロ
ビ
ン

・
ブ
レ
イ
ズ

(A
)、
加
束
徹

(BS)、
他
〈曲
目
〉
J.
s
．
バ

ッ
ハ
《泊
て
こ
と
、
咬
く
こ
と
、
案
す
る
こ
と
、

怯
る
る
こ
と
》
B
W
>
12、
他
〈問
合
せ
〉
バ
ッ

ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム

・
ジ
ャ
パ
ン
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン

夕
—

0
3

.

5
3

0
1
.
0

9
5

0

▼
第
1
3
2
回
定
期
演
奏
会
受
難
節
コ
ン

サ
ー
ト
2
0
1
9
《
マ
タ
イ
受
難
曲
》
(J
.

S
・バ
ッ
ハ
）

〈日
時
・

会
場
〉
①
2
0
1
9
年

4
月
19日
18

時
30分
②
4
月
21日
16時

・
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ

イ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
〈出
演
〉
鈴
木
雅
明

（
指
揮
）
、
櫻
田
亮

（エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ス
ト
）、
他

〈
問
合
せ
〉
バ
ッ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ジ
ャ
パ

ン
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
0
3
.
5
3
0
1
.
o

◎
天
使
の
お
く
り
も
の

S
聖
な
る
ク
リ
ス

マ
ス
S
2
0
1
8

〈日
時

・
会
場
〉

①
17
月
1
日
14時
・
シ
ェ
ル

タ
ー
な
ん
よ
う

（南
隔
市
文
化
会
館
）

②
12
月

2
日
15時

・
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
③
12
月
5
日
19時
・
茅
ヶ
崎
市
民
文

化
会
館

（大
）
④
12月
6
日
19時
・
調
布
市
文

化
会
館
た
づ
く
り
く
す
の
き
ホ
ー
ル
⑤
12
月

7
日
18時
30分
・
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場

音
楽
ホ
ー
ル

⑥
12月
8
日
17時
・
館
林
市
三

の
丸
芸
術
ホ
ー
ル
〈
出
演
〉
オ
マ
ー
ル
・

ト
マ

ゾ
ー
ニ

(tp)
、
マ
ラ
イ
ア

・
フ
ァ
ン
・
ス
ト
ラ

ー
レ
ン

(S)
、
他
〈
曲
目〉

3
大
ア
ヴ
ェ
・
マ

リ
ア

(
J
.
S
・
バ
ッ
ハ
11
グ
ノ
ー
、
シ
ュ
ー
ベ

£
`
 

◎
ド
レ
ス
デ
ン
聖
十
字
架
教
会
合
唱
団
ク

リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

揮
し
て
み
て
、

「短
い
と
こ
ろ
が
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
を
邪
魔
し
て
な
く
て
い
い
な
」
と
思
い
ま
し

た
（笑
）。

ジ
ュ
ス
マ
イ
ヤ
ー
も
本
当
に
が
ん
ば

っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
ち
ょ
っ
と
立
11
を

変
え
て
ゴ
メ
ン
（
笑
）」

ー

来
年
7
月
は
神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

1
行
弦
楽
団
で
ハ
イ
ド
ン
「
オ
ラ
ト
リ
オ

《天

地
創
造
》」
を
指
揮
さ
れ
ま
す
ね
。

「大
地
創
造
の
物
語
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
と
っ

て
は
必
本
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
荒
肝
無
稽

な
話
で
す
が
、
十
供
の
頃
か
ら
知
っ
て
い
て
、
侠

の
心
の
中
に
弧
く
残
っ
て
い
ま
す
。
況
沌
か
ら

人
間
が
で
き
る
ま
で
を
描
き
、
人
間
が
で
き
た

こ
と
が
良
い
こ
と
な
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か

ル
ト
、
カ
ッ
チ
ー
ニ
）、
他
〈問
合
せ
〉
イ
ン
プ

レ
サ
リ
オ
墾
示

0
3
.
6
2
6
4
.
4
2
2
1

◎
パ
リ
木
の
十
字
架
少
年
合
唱
団

〈日
時
・

会
場
〉
①1
1月
2
7日
1
9時
•
紀
尾
井

ホ
ー
ル
②
12月
1
日
14時
・
京
都
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル

（本

〈共
演
〉
ユ
ー
ゴ

・
ギ
ュ
テ
ィ

エ
レ
ス

（指
揮

Org、
P
)、
他
〈曲
目
〉
カ
ッ

チ
ー
ニ
《
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
》、
他
〈問
合
せ
〉

①
紀
尾
井
ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
0
3
.

3
2
3
7
.0
0
6
1
②
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル

0
7
5
.
7
1
1
.
3
2
3
1

◎

J
v
c国
際
協
カ
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
8

〈日
時
・
会
場
〉
①
東
京
公
演
ら
届
？
l

日
15

時

・
昭
和
女
子
大
学
人
見
記
念
講
堂
②
大
阪

公
演

ら
届
匂
日
14時
・
い
ず
み
ホ
ー
ル

〈出

演
〉
ヨ
ス

・
フ
ァ
ン
・
フ
ェ
ル
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン

（指
揮
）、
マ
リ
ア
ナ

・
ピ
メ
ン
タ

(S)
、
他

〈曲
目
〉
①
東
京
公
演
：
ヘ
ン
デ
ル
《
メ
サ
イ

ア
》
②
大
阪
公
演
：

J

．
S
・
バ
ッ
ハ
《
ク
リ

ス
マ
ス

・
オ
ラ
ト
リ
オ
》（
第
1
S
4部
）〈
問

合
せ
〉

J
v
cコ
ン
サ
ー
ト
事
務
局

（石
川
）

0
3
.
3
8
3
6
.
4
1
0
8
 

ム
3

11 
ま
で
問
い
か
け
ま
す
。
1
7
9
8年
初
演
で
す

か
ら
、
当
時
66歳
の
ハ
イ
ド
ン
が
、
そ
の
歳
で
こ

の
人
作
を
害
き
t
げ
た
の
は
信
じ
が
た
い
」

ー
蚊
近
、

B
CJ
と
ク
リ
ス
マ
ス

・
ア
ル
パ

ム
を
作
ら
れ
ま
し
た
ね
。

「
泄
界
の
み
な
さ
ん
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
レ

ゼ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
、
作
り
ま
し
た
。
B
C
J

の
ア

・
カ
ペ
ラ
能
力
は
索
賭
ら
し
い
。
で
も
こ

れ
は
パ

ロ
ッ
ク
の
ア
ル
バ
ム
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
バ
ロ
ッ
ク
時
代
は
辿
奏
低
音
の
時
代
な
の

で
、
辿
奏
低
音
が
な
い
ア
・
カ
ペ
ラ
は
特
殊
な

瞬
叫
た
け
な
の
で
す
。
聴
衆
の
み
な
さ
ん
は
B

C
J
が
こ
う
い
う
C
D
も
作
る
の
か
と
節
か
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

〈日
時
・
会
場
〉

12
月
4
日
13
時
30分
・
東
京

オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
〈
音
楽
監

督

・
指
揮
〉
ロ
ー
デ
リ
ッ
ヒ

・
ク
ラ
イ
レ

〈曲

目
〉
グ
ル
ー
バ
ー

《き
よ
し
こ
の
夜
》、
他
〈問

合
せ
〉
ジ
ャ
パ
ン

・
ア
ー
ツ
び
ぁ

0
3
.
5
7

7
4
.
3
0
4
0
 

◎
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
室
内
合
奏
団

ク
リ
ス
マ
ス
／
ア
ヴ
ェ
・

マ
リ
ア

〈日
時

・
会
場
〉
①
12月
7
日
19時
よ
み
う
り

大
手
町
ホ
ー
ル

②
12月
8
日
11
時
30分
＆
15

時

・
22
日
11
時
30分
＆
15
時

・
25
日
14時
・

束
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
③

12
月
11
日
14時
・
東
京
文
化
会
館

（大
）、
他

〈
出
演
〉
マ
リ
ー
ナ

・
ト
レ
グ
ボ
ヴ
ィ
ッ
チ

(S)
、
ヴ
ェ
ラ

・
チ
ェ
カ
ノ
ヴ
ァ

（S
）、
他
※

歌
手
は
来
日
す
る
2
名
の
う
ち
、
公
演
ご
と
に

い
ず
れ
か
1
名
が
出
演
予
定
〈曲
目
〉
3
大
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア

(J
.
S
・
バ
ッ
ハ
11
グ
ノ
ー
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
カ
ッ
チ
ー
ニ
）
、
他
〈
問
合

せ
〉
器
監
社
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

0
5O• 

3
 

7
7
6
.
61
8
4
 

◎
昭
和
音
楽
大
学

「第
43
回
《
メ
サ
イ
ア
》

（
ヘ
ン
デ
ル
）」

〈日
時
・
会
場
〉
12月
15日
15時
・
昭
和
音
楽
大

I幼いころから rラテン語』を眺めるのが好きだった」と語る鈴木さんが、ファン語に強烈な
ショック左受けたのは中学時代。当時の同級生からの影響lをったとか

89 88 



ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で
ピ
ア
ノ
の
曲
と
い
え
ば
シ
ョ
パ
ン
を
思
い
浮
か

べ
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
ロ
マ
ン
派
、
ヴ
ィ
ル
ト
ウ
オ
ー
ゾ
時
代

と
共
に
発
達
し
た
現
代
の
コ
ン
サ
ー
ト
・グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
表
現

力
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ョ
パ

ン
の
演
奏
ス
タ
イ
ル
を
可

~
4
•
i

lÌ
＇
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能
と
し
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い
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ぽ
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つ
い
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は
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t
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心

ト

伍

｀

ぷ

ft;'‘

;
:
J
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f
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二
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世
界
大
戦
後
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：
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ぐ
に
「
原
典
版
」
の
出
版
が

□

r
f
;小

始
ま
る
。
ピ
ア
ノ
曲
に
お
い
て
は

：ウ
9
.
9

.

.
 

い
ち
早
く
、
バ
ロ
ッ
ク
や
古
典
時
代
の
作
曲

勺
□

パ
f

[

家
を
中
心
に
、

19
世
紀
末
に
改
編
さ
れ
た
楽
譜

と

の
見
直
し
が
行
わ
れ

f

J

f
'
`
t
 

始
め
、

1
9
7
0年

仕
戸
里
示

JI

ノ
ヨ

。9

／
の
ピ
「
）
―
＿
ズ

L
を
採
求
す
ふ

代
後
半

580年
代
以

降
は
、
原
典
版
で
勉

｀u

／

-

強
す
る
こ
と
は
「
当

た
り
前
」
の
こ
と
と
な
る
に
至
っ
た
。
そ
ん
な
中
、

バ
[

i

[
メ
｀

2
 0
0
 
0
年
代
に
入
り
、
シ
ョ
パ
ン
時
代
の
ピ
ア

．＇「一
9

3

が
•
ゎ

J
.

ノ
、
い
わ
ゆ
る
ピ
リ
オ
ド
楽
器
（
古
楽
器
）
が
見

:

-
5"

直
さ
れ
、
現
代
の
コ
ン
サ
ー
ト

・グ
ラ
ン
ド

'
:
t
,
]
-

と
は
違
っ
た
楽
器
の
機
能
と
当
時
の
ス
タ
イ

ゼ
柘
べ
ぃ

[if
茫口：

這

¢SPJ

ル
を
踏
ま
え
て
、
演
奏
を
考
ス
直
そ
う
と
い

〗
]
¢
t
m
:

｀
し
国
ダ
・
9夢

う
動
き
が
一
部
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
の
間
に
起
こ

っ
た
。
そ
の
動
き
は
つ
い
に
今
年
、
シ
ゴ
パ
ン
の
聖
地
ワ
ル

3

シ
ャ
ワ
で
ピ
リ
オ
ド
楽
器
の
た
め
の
シ
ョ
パ
ン

・コ
ン
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
今
号
で
は
、
現
在
の
シ
ョ

ハ
ン
の
演
奏
ス
タ
イ
ル
、
そ
し
て
シ
ョ
パ
ン
時
代
の
プ
レ
イ
エ
ル
な
ど

の
ピ
リ
オ
ド
楽
器
で
の
ス
タ
イ
ル
を
対
比
さ
せ
、
シ
ョ
パ
ン
演
奏
の
ピ

ア
ニ
ズ
ム
を
探
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
°

P関連害籍

Iオルフェ・フイJラリー

新版占楽のす夕め~
合滓iI剛苫

音楽力友ネ1

木休2~00円卜税

1わが魂の安息、おおバ

ッハよ！』

鈴木雅明著

音楽之社

本体4900円＋税

※品切れ

ピ.Ij . .,., 

i・ミサ曲 ・ラjン語・教

会音楽ハンドプック

ミ サとは ・ 歴史 • 発

百 ・名曲選』

三ヶ尻正著

株式会社ハンナ

今体1800円＋税

り,,』白

置璽藍

J
 

．
 

I'バロック呂楽歴史的

背菜と演奏割如
アント― ・バ トン若
角介・朗訳

音楽之友礼

木休3000円 1税

日`r詩臣の音楽 IR約聖出

から生まれた音楽J

寺本まり子苫
音楽之友社

本休4200円＋税

『グレゴリオ聖歌の世

界 (CD付き）』

リチャード ・L.クロッ

カー巷

古）ii文訳

音楽之友ネ1

木休7000円 1税

学
テ
ア
ト
ロ・
ジ
ー
リ
オ

・
シ
ョ
ウ
ワ〈
出
演〉

山
舘
冬
樹
（
指
匪
、
倉
本
絵
里
（
S
）
、
他
面
5

合
せ
〉
昭
和
音
楽
恣
子
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
0

4
4
.
9
5
3
.
9
8
9
9
 

◎
東
京
芸
術
劇
場
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ

ー
ト

VOl23S
ク
リ
ス
マ
ス
に
贈
る
真
夜
中

の
ミ
サ
S

〈日
時
・
会
場
〉
12
月
20
日
19
時
・
東
京
芸
術

劇
場
〈
出
演
〉
小
林
英
之
、
新
山
恵
理
（
ど
ち
b

も
Org)
、
他
〈
曲
目
〉
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
〈
貪

夜
中
の
ミ
サ
》
よ
り
「キ
リ
エ
」
、
「
グ
ロ
ー
リ

ア
」
、
他

◎
東
京
交
響
楽
団

第
6
6
7
回
定
期
演
奏
会

〈日
時
・
会
場
〉
2
0
1
9年
1
月
12
日
18
時

〈出
演
〉
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
（指
穂
、

森
含
埋
(S)
、
他
〈
曲
目
〉
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
《レ

ク
イ
エ
ム
》
〈
問
合
せ
〉
T
O
K
Y
O
S
Y
M
P

H
O
N
Y
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
0
4
4
.
5
2

0
.
1
5
1
1
 

◎
第
16
回
ヘ
ン
デ
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

ジ
ャ
パ
ン
オ
ラ
ト
リ
オ
《
ソ
ロ
モ
ン
》

〈日
時
・
会
場
〉

1
月
14
日
15
時
30
分
・
浜
離

宮
朝
日
ホ
ー
ル
〈
出
演
〉
三
澤
寿
喜
（
指
揮
）
、

波
多
野
睦
美

(MS)、
他
〈
問
合
せ
〉
H
F
J
事

務
局
（
三
澤
）

0
2
9
7
.
8
2
.
7
3
9
2

◎
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
P
r
e
s
e
n
t
s

リ
ッ
カ
ル
ド
・
ム
ー
テ
ィ
指
揮
シ
カ
ゴ
交
響

楽
団

2
0
1
9
年
日
本
公
演

〈日
時
・
会
場
〉
1
月
引
日
19
時
・2
月
2
日
14

時
・東
京
文
化
会
館

（大
）
〈
共
演
〉
ヴ
ィ
ッ
ト

リ
ア
・
イ
ェ
オ

(S)
、
ダ
ニ
エ
ラ
・
バ
ル
チ
ェ

ッロ
ー
ナ
(MS)、
他
〈
曲
目
〉
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
《レ

ク
イ
エ
ム
》〈
問
合
せ
〉

N
BS
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
0
3
.
3
7
9
1
.
8
8
8
8

◎
び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
東
京

公
演
vOl10
バ
ロ
ッ
ク
声
楽
作
品
の
精
華

〈日
時
・
会
場
〉
2
月
11
日
14
時
・
東
京
文
化

今
館
（小
）〈
出
演
〉本
山
秀
毅
（指
揮
、
解
説
）
、

ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
、

他〈
曲
目
〉
J
.
S
・バ
ッ
ハ
「
カ
ン
タ
ー
タ
第

70
番
《
目
を
党
ま
し
て
祈
れ
、
祈
り
て
目
を
覚

ま
せ
》」
、
他
〈
問
合
せ
〉
び
わ
湖
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
0
7
7
.
5
2
3
.
7
1
3
6

◎
N
H
K
交
響
楽
団

第
1
8
8
0
回
定
期

公
演
C
プ
ロ
グ
ラ
ム

〈日
時
・
会
場
〉2
月
1
6日
1
9時
•
N
H
K

ホ

ー
ル
〈
出
透
パ
ー
ヴ
ォ

・ヤ
ル
ヴ
ィ
（
指
匪
、

樫
本
大
進
(
Vn
)
、
他
〈
曲
目
〉
フ
ォ
ー
レ
《レ
ク

イ
エ
ム
》、
他
〈
問
合
せ
〉

N
耀
カ
イ
ド
0
3
.

5
7
9
3
.
8
1
6
1
 

◎
神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

▼
定
期
演
奏
会
県
民
ホ
ー
ル
名
曲
シ
リ

ー
ズ
第
4
回

〈日
時
・会
場
〉

2
0
1
9年
2
月
23
日
15時・

神
奈
川
娯
民
ホ
ー
ル
〈出
演
〉
山
湘
貪
太
郎
（指

揮
）
、
浜
田
理
恵

(
S)、
他
〈
曲
目
〉
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
〈〈レ
ク
イ
エ
ム
》〈
問
合
せ
〉
神
奈
川
芸
術
協

会
0
4
5
.
4
5
3
.
5
0
8
0

▼
定
期
演
奏
会
み
な
と
み
ら
い
シ
リ
ー

ズ
第
3
5
0
回

〈日
時
・
会
場
〉
2
0
1
9
年
7
月
13
日
14
時
・

横
浜
み
な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル

〈
出
演
〉
鈴
木
俊

人
（指
涅
竺

澤
江
衣
里
（S
）、
他
〈曲
目
〉
ハ

イ
ド
ン
「オ
ラ
ト
リ
オ
《天
地
創
造
》」〈
問
合

せ
〉
神
奈
川
フ
ィ
ル

・
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
。

4
5
.
2
2
6
.
5
1
0
7
 

◎
ド
イ
ツ

・
レ
ク
イ
エ
ム
特
別
演
奏
会

〈日
時
・
会
場
〉
2
0
19
年
2
月
27
日
19
時・

サ
ン
ト
リ
—

ホ
ー
ル
（大
）
〈出
演
〉福
品
章
恭

（指
揮
）
、
平
井
呑
織

(S
)、
他
〈曲
目
〉
ブ
ラ

ー
ム
ス
《ド
イ
ツ

・レ
ク
イ
エ
ム
》、
他
〈問
合

せ
〉
国
際
親
善
音
楽
六
益
彿
央
云
0
3
.
3
4
0

6
.
3
3
5
5
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